
第33'笠 復挟に1tIIけての今後の取租llみ

復興に向けての

今後の取組み

第ll位において、国の復興施策を中心に述べたが、復典は、地元の熱訟、発慈に基

づいて地元自治体が復典計画の策定や夷施を行い、国はそれを支援するという役割分

担のもとで、それぞれの力を最大限に生かし、両者の施策が相まって、推進されてい

かなければならない。

復棟計画の策定や災施、新たなまちづくりや経済の復躾は、地元地方公共団体が住

民の慈向を許瓜し、地元の熱訟をくみ取りつつ行われるものであり、県や市Ill.［の役割

は非常に大きいものがある。

一方、国の役割は、地元地方公共団体の復奥計画の実施に当たり、復典が円滑に進

むよう梢極的に必要な措骰を購じることである。

第1 被災地の復興計画

1 兵庫県

この似典計画の策定に当たっては、まず「都市

再生戦略策定懇話会」から平成7年 3月に提日を

受けた「阪神 ・淡路震災復興戦略ピジョン」に基

づき、「阪神・淡路姦災復興計画一碁本構想ー」を

策定した。

さらに、「ひょうごフェニックス県民フォーラ

ム」をはじめとする被災者からの提言や県民アン

ケート、各分野にわたる復興県民会議、学術団体、

市民団体、県民等からの提案をもとに、「阪神・淡

路姦災復興計画策定委員会」から、具体的な復興

ili業を検討・立案した「阪神・淡路姦災復興計画」

の提言がなされた。

これを受け、県の総合計画「兵111(2001年計画」

のフォローアップ作業における検討内容を踏まえ、

被災各市町の復輿計画との調整を図りつつ、3007j

人を超える被災地域の住民の 11:1も早い生活の安

定と被災地の辿やかな復11-1・復棟をTI指して、こ

の復棟計画を策定した。

(1) 基本方針

i 被災者のなかには、粕神（lり、物例的に大きな

被吾を受け、将米にかけた人生の夢や殷望が持

てない人、日の前の現象しか考える余裕がなく

なっている人が少なくない。

これらの人々が自力復興への意欲と活力を持

ち、新しい生活を切り刷くためには、どれほど

の誘沿と支援が可能となるかが似興の鎚を握っ

ており、本計画は、これらの直而する課題に対

し、きめ細かい様々な政策的努力を煎ねること

を前提とする。

ii 今ID:Iの地磁による被宮を、これまでの「利便」

「効率」「）成技」を煎視する都市文明への大きな

野告と受け取め、被災地の沢任として、「安全」
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第5編 復Il］・復殷対策
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2005年、創造的復興が完成する

Ill 

「安心」「ゆとり」をキーワードとする都市を復

興しなければならない。

国の理解を得ながら、大災害の現場から得ら

れた教訓を生かし、従来の考え方を超えた都市

基盤の整備とそれを活用したコミュニティ形成

のモデル地域を目指すこととする。

復興に当たって韮要なことは、単に 1月17日

以前の状態を回復するだけでなく、新たな視点

から都市を再生する「創造的復躾」を成し遂げ

ることである。そのため、「兵廊2001年計画」の

総合的点検において示された「21憔紀初頭の新

たな兵J車の創造についての基本的な考え方」と

「被災地域の長期ビジョン」の上に立って、 I剥

洒国際空港開港、大阪淀ベイエリア整価、明石

海峡大橋建設等により世界都市閾西の形成が期

待されるなか、阪神 ・淡路の文化的特性を生か

し、新しい都市文明の形成を目指すこととする。

(2) 目標年次

衷災による被害の規模とその及ぼした影響から、

復興の目椋年次は、 2005年（平成17年）とする。

対象地域

この計画の対象地域は、兵lili県内の災害救助法

対象地域である下記の 「10市10町」とする。

神戸市、尼崎市、明石市、西宮市、洲本市、芦

屋市、伊丹市、 宝塚市、 三木市、川西市、津名IIl]¥

淡路Ill・［、北淡Ill]●、一宮町、五色町、東iili町、緑lll]¥

西淡Ill]、三原町、南淡IIl]．

復興事業の内容については、

越えた地域も含む。

(3) 

(4) 

ァ

被災した住宅の復興に合わせ、高齢者や即害者

をはじめとするすべての人々が、安心して硲らせ

るコミュニティの形成をめざし、「健やか長弗大作

戦」に基づき、社会福祉施設などの整備を進める

ほか、地域活動やポランティア活動のネットワー

ク化などを通じて、共に生きるノーマライゼーシ

ョンの理念を甚問とし 、 保健 ・ 医療 • 福祉機能が

辿携した生きがいの持てる地域づくりを進める。

（ア）

復興事業計画

21世紀に対応した福祉のまちづくり

バリアフリーのまちづくりの推進

高齢者や1旅害者、外国人県民等のすべての人逹

が快適に生活できる都市空間及ぴ居住空間の整備

を進めるとともに、

（イ）

これら被災市町を

ケアサービスの向上を図り、

人にやさしいまちづくりを行う。

●保健 ・ 医釈 • 福祉サーピスと一体となった住

宅地整備—神戸束部新都心―

•高齢者 ・ I旅害者に配胞したまちづくりの推進

良質な復呉住宅の供給

被災者が早期に安定した住生活を営めるよう、

まちづくりと一体となった良烈な住宅 ・宅地の供
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給を進めるとともに、住宅再建 ・確保に際しての

様々なニーズに対応する各種支援制度及び相談窓

ロを設沼する。

• 災沓復興（賃行）住宅の供給促進

• 民I-tl住宅復興に向けての碁礎的な支援

• 民間住宅の再建支援

●被災地の再生と辿携した新都市核等での良四

な住宅・宅地供給

●被災マンションの再建支援

•地域の防災性を裔める住まいづくり

• 福祉の心が息づく人にやさしい住まいづくり

• 住宅相談窓口の設甜

•輸入住宅の供給促進

●被災県民への特別融査等

（ウ） 住民の安心とふれあいを支える拠点の斃fiiii

地域の人柑1関係づくりを進めるため、各地域の

特性に応じたサーピスが提供できる拠点及び先駆

的な意味を持つ広域拠点を竪備するほか、これら

の施設間の辿携やソフト面での充実に努め、住民

の安心とふれあいを支えていく。

• ポランティア活動の推進

• 高齢者等の援護と自立支援

• 保健 ・ 医療•福祉拠点づくり

• 地域安全対策の強化

（エ） 人的ネットワークシステムの整備

広域 ・地域拠点施設等を活用し、保健姉（士）、

訪問希護婦（士）等を派造し、サーピスを提供す

るとともに、かかりつけ医の普及 ・定許を進め、

ポランティア ・福祉活動を通じた人的ネットワー

クづくりを辿め、これを碁盤とする総合的なケア

マネジメントと人材育成 ・活用のシステムづくり

を進める。

●被災地域におけるネットワークづくりの推辿

• 青少年活動の推進

• 県民運動実践活動のネットワーク化

（オ） 災害医療システムの整備

現行の救急医療システムをベースに、二次医療

第 3'1~: 復典に向けての今後の取糾み

圏毎に、災沓医療情報の収集 ・提供、医療機関や

搬送機関への指令、救命救急医療の提供、忍者の

搬送、医薬品等の備菩等について総合的なシステ

ムを整備するとともに、県域を対象とした災害医

療の中核施設を創設する。また、今回の震災にお

いて、保険に加入できない外国人県民の未払い医

旅骰の補堀について対応を図る。

• 災害医療システムの整備

• 医療股補埴

イ 世界に開かれた、文化豊かな社会づ〈り

阪神・淡路地域は、すぐれた生活環培のもと、

洵；外文化を梢極的に受け入れ、日本を代表する個

性あふれる市民文化を形成してきた。今後、生涯

学習のネットワーク化などを通じて文化盟かな、

ゆとりとアメニティに窟む国際性豊かなまちづく

りを推進する。

（ア） 地域の芸術文化活動の復典

阪神 ・淡路地域における自主的復興活動への支

援を基本に、被災地での芸術文化の復興に努め、

地域の個性盟かな文化に磨きをかける文化再生の

拠点となるまちづくりを進める。このため、県民

の自主的芸術文化活動の基盤となる芸術文化施設

を早期に再建するとともに、芸術鑑‘此や芸術文化

の創造、表現の機会拡充を図る。

芸術文化センター街区イメージ図
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第 5糾復Ill・復陳対策

さらに、 21-1北紀に向けての創造型 ・参画型の新

しい芸術文化拠点づくりを進める。

• 芸術文化活動の支援

• 芸術文化施設の復旧

•芸術文化施設の建設

（イ） 学校 ・文化財の役1日の支援

21憔紀を担う人材の育成が不可欠であることか

ら、子供逹が学校生活を通じて生き生きとした生

活を取り戻し、豊かなこころを持って成長してい

けるよう、学校施設の早期復1日を図る。

- )j、人々の営みの歴史、すなわち生活文化の

密梢である文化財は、人の心をなごませ、阪神 ・

淡路地域のうるおいと安らぎのある生活環境を取

り戻すため、県民の生活文化の源流として煎要な

価値を持つ文化財の早期修復を図る。

●学校施設の整備

• 文化財の修理 ・ 復元及び埋蔵文化財発掘調査

の推進

（ウ） 街並み ・訊観の復輿

歴史的に形成されてきた街並みは、 地域の人々

の生活、文化、産業筈のスタイルによって特色づ

けられ、その地域の人々の生活文化の拠り所であ

るとともに、国内外に向かっては、人を引きつけ

る魅力を生み出す要索となっている。

姦災で失われた街,lf;.み ・屎観をその地域の歴史

的沿革や媒災後の新しい地域の特性を踏まえて柑

生する。

• 歴史的涼観の復興

• 地域の特性を生かした街並みの複興

（エ） 参画型生涯学習システムの推進

県民の主体的参画による生涯学習を進めるため、

栂物館、美術館をはじめ各種基盤の復興を進める

とともに、体験学習を含む新しいプログラムを1if-l

発する。

学校、地域、家庭、職場や枇代1li]の相互の辿携

と交流を推進するため、復棟に向けた限民の自主

的な活動を支援する。また、スボーツ ・レクリエ
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ーション施設の整備や活動の振棟を通じて、県民

のこころ豊かな交流を広げる。

• 生祖＇！学習施設の役典

• 生ilt学習活動の振興

• 共生のまちづくりの推進

• スポーツ ・ レクリエーション施設の整備

•体験学押施設の整餅i

• 災沓文化の継承

（オ） 国際交流拠点の整備とプログラム14tl発

211II：紀の固際社会を視座におくと、被災地域の

復興は1止界都市IM:l西の一数を担い、 H本の国際化

のあり方を知＃する地域としての復興であること

が煎要である。

枇界の人々との共生社会づくりをよ り一／杓推進

するため、外国人県民にとっても安全で差いらしや

すい猿培つ”くりや「こころの国際化」を推進する

など多文化型のまちづくりを辿めるとともに、文

化、経済、 生活などさまざまな分野における国際

交流活動の拠点とプログラムづくりを進め、共生

と交流の理念に支えられた地域文化の創造を目指

す。

●多文化型のまちづくりへの支援

• 国際交流 ・ 協力の推進

• 復飩を促進するイベントの間催

（力） 都市と裳山漁村の提携

都市 ・談山礁村の相互補完機能や信頼閾係を構

築するため、都市住民の参加と合慈を得ながら、

心の安らぎを詑える「策2のふるさとつ”くり」を

推進するなど、都市と｝此ll_1i魚村の交流を基軸にし

た相互支援体制を監fiWiする。

• 交流の組織と基盤づくり

•人と自然とのふれあいの場の整備

ウ 既存産業が高度化し、次世代産業もたくま

しく活動する社会づくり

211lt紀の成熟社会に向けた新たな産業構造を構

築するため、既存産業の高度化、新分野進出とい

った従米からの取紺みに加え、新産業創辿システ



ムの形成、高度集客都市群の形成、国際経済文化

機能ネッ トワークの形成を本格復興の3つの韮点

課題とし、計画的な復興に取り組む。

また、事業推巡の際には、民惜l能力の活用を12?1

りつつ、多様な産業基盤整fiIiiプロジェク トの適切

な推進を凶る。

（ア） 国内外へのアクセス整備と産業基盤づくり

港糊機能の早期復1日に全力を注ぐとともに、コ

ンテナ埠頭の大型化など神戸港の国際ハプ港湾と

しての機能強化を進めるほか、 超高辿船にも対応

できる多目的バースの整備など今後の新たなネッ

トワーク も視野に入れつつ、港胸、道路、鉄道、

空港など国内外へのアクセス機能を充英する。こ

のことにより、次憔代産業の発展の基礎を固める

とともに、研究開発 ・技術（移転交流）基盤、ア

メニティを高める基盤等の剃度な機能の付加を l~I

る。

• 産業関辿碁盤の高度化

• バランスのとれた産業配骰と広域的辿携

（イ） 国際経済文化機能ネットワークの形成

被災地域の内外に開かれた特性を生かし、国内

外からの投衰や外国企業の誘致を促進するため、

輸入促辿や内外企業の立地促辿のための優遇措附

等を行う制度としてのエンタープライズゾーンの

設附とともに、民間能力を活用しつつ、ピジネス

サポー ト機能を備えた国際ピジネスエリア、輸入

直売専門店街、インターナショナルフードガーテ

ン等の整備を図るインポートマー トの設臨、国際

会議場や国際展示場、ホテル等を備えたコンペン

ションセンターの整備等を行い、これらの機能が

有機的に辿携する国際経済文化機能ネットワーク

を形成する。

• 1北界都市機能の充実

• 内外の国際的企業の立地促進

（ウ） 既存産業の窃度化

被災地域に集梢する多様な産業は、これを機会

に、大企業、中堅、中小企業とともに、複典に当

第3烈 復状に,:,1けての今後の取糾み

インポー トマートイメージ図

たってはこれまでのあり方を抜本的に兄直し、新

しい事業手法 ・形態や新時代に対応した施設整備

等に果敢に挑戦することで、将米の発展の基盤I直I

めを図ることとし、行政はこれに対し品大限の支

援を行う。

• 相談指尊・支援体制の確立

●復旧 ・復興のための命融支援

• 事業の場の確保

• 集客型禅業の振典

• 商業の高度化

• 新分野進出等への支援

（エ） 新J産業の創造・育成

新産業創辿プログラムの充実や民間能力の活用

等を通じて、 21廿I：紀の成熟社会にふさわしい新産

業の必入 ・育成を進め、多様なニーズに対応し、

持続的な発展を可能にする次世代型の産業構辿ヘ

の転換を図る。

•新産業創造システムの形成

• ·I胄報通信1剥辿産業の振典

（オ） Jl忍林水産業の振興

裳林水産業については、消股者の安全志向や塚

境の保全等社会的ニーズに対応した生産、流通シ

ステムを構築するとともに、 1堤辿産業の振奥を図

る。

• 高付加価値型農水産業の振殷

●食品産業活性化のための体質強化対策
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（力） 瓶用の安定と地域産業を支える人材の育成

雁用の維持対策、離職者対策を強力に進めると

ともに、企業の職業能力開発を支援し、産業の復

興と高度化に対応した人材の確保 ・育成を推進す

る。

また、神戸港の近代化に対応した高度な港糊技

能者を育成する。

●)祇用維持対策

●離職者対策

●人材育成・勤労者福祉対策

工 災害に強く 、安心して暮らせる都市づ 〈り

大震災の反省と教訓を踏まえて災害に強い安全

なまちづくりを目指して、地域防災計画を見直し、

防災体制の充実強化を図るとともに、総合防災Ifi

報システム、防災拠点など防災機能の整備を進め

る。

（ア） 地域防災基盤の整備

災害による被寄を防止し、又は最小1根に抑え、

迅辿、的確な復1日を固りうる堅牢でしなやかなま

ちを構築するため、治水、治lU、砂防、海岸整備

節l1，l-1..:1品全対策の徹底と、公共施設をはじめとす

る建築物等の耐裳性、耐火性等の強化や太協光発

,，じ等の新エネルギー利用システムの森入を図る。

特に環培への負荷の低滅、自然との共生に配胞し

ながら、都市基盤施設節をゆとりとうるおいのあ

るアメニティ盟かな空Ililとして整備する。また、

交通網、ライフラインの多煎化を進めるとともに、

災害に強い•Iiり報通信ネットワークを構築し、バッ

クアップ機能を確保する。

●防災者IHli整備指針の作成

●防災機能の強化

●公共施設等の耐裳性の確保

●多元、多前の総合交通体系の整備とライフラ

インの確保

●廃梨物の適正処理の推進

（イ） 防災施設の整備

リ；！及び市町の災宮対策拠点などにおいて、梢報
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通信基盤の多翫化等の機能強化を図る。また、限

域、市町域、コミュニティそれぞれのレベルで、

地域防災の拠点施設を整備するほか、消防防災設

備や査機材についても、計画的な整備を図る。

• 災害対策拠点の整備

• 防災査機材の充実

• 防災拠点等の整備

（ウ） 防災マネージメントの充実

県その他の防災閾係機閾において、特に災害発

生時に、防災施設や防災システムを円滑に活用し、

災害に即応できるよう、職員の防災知識や災害対

応力の向上、初動体制の確立等を図る。また、国、

県、市町をはじめ、防災関係機閾 ・団体の縦横の

辿携体制を一／杓強化する。

• 初動体制の確立

●防災要員の充実

• 災害への対応力の向上

• 関係機関等の辿携促進

（エ） 防災システムの充実

災害救援ポランティアの組織化とその支援シス

テムを梢築する。また、今回の裳災と同程度の被

曹や、多数かつ長期にわたる避難者にも対応でき

るよう、救援 ・救護に係る各種のシステムを見直

し、実効性あるマニュアルを作成する。

• ポランティアとの辿携、支援の推進

• 国際協カ ・ 支援の推進

•災害梢報等の提供体制の強化

•救援 ・ 救護活動等の円滑化

• 二次災害防止対策の強化

（オ） 地域防災力の向上

防災学習や自主防災糾織の育成等を通じて、地

域や家庭における生活文化としての防災訟識を育

み、これに根ざしたネッ トワーク型の防災コミュ

ニティの形成を図る。

• 防災に 1葵lする学習等の実施

●自主防災組織等の育成

• 災害弱者対策の強化



• 外国人県民対策の強化

• 企業等の地域防災活動への参画促進

（力） 調査研究体制等の弛化

災害に対して万全の備えを購じうるよう観測体

制の強化を促進するほか、国等とも辿携をとりな

がら防災技術等に1及lする調究研究体制の充実を12{1

る。

•観測調究体{|ill等の強化

オ 多核・ネットワーク型都市圏の形成

被災した阪神 ・淡路地域の復興に当たり、新た

に都市核の整備が進む大阪湾ベイエリア地域や山

陪自動車道沿線の内陸部との多核・ネットワーク

型都市俗1を形成し、安全で環境保全に配應したゆ

とりある地域整備を進める。（図10参照）

（ア） 被災地における人にやさしいまちづくり

多核 ・ネッ トワーク型都市圏の形成に向けて、

図ID 多核 ・ネットワーク型都市構造のイメージ

第33,,i： 復典に向けての今後の収組み

既成市街地の居住や産業などの枢要な都市機能を

担うべき地域で被災の大きい地区については、市

街地再開発事業、土地区画整理事業、住宅系面的

整備事業を実施し、都市基盤の整備と都市機能の

更新を図る。事業に際しては、被災者の住宅再建

の希望に応えるため、街づくりと一体となった良

例な住宅 ・宅地の供給とこれを支える基盤施設整

fiiiiを進めるとともに、街並み • 最観等ゆとりとう

るおいのある美 しい環境の創造や、高齢者 ・隙害

者等に配胞した人にやさしい街づくりを進める。

また、これらの而的整備事業等を活用し、オー

プンスペース等により構成される防災性の泊jい環

境空間ネットワークづくりを推進する。

●被災地における市街地再11月発事業

●被災地における土地区画整理事業

●被災地における住宅系而的整備事業
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出典 ：「阪神 ・淡路震災復興計画」兵庫県
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（イ）

●被災地における街並み ・まちづくり総合支援

tl・¥：業

• 市街地防災強化街路ネットワーク形成のため

の街路等の整備

• まちづくり支援システムの確立

被災地区の整備と辿携した新しい都市づくり

臨海部の埋立地、遊休地及ぴ内陸部において、

防災、福祉、環境宵に配應した211止紀型新都市を

早期に建設する。これらの新都市は、1ぉi・：宅・業務・

陪i業節の機能を併せ持ち、被災市街地の而的整備

事業に1半う代替1主宅約を提供する支援拠点ともな

る。

また、建設に際しては、関辿施設の誘致や梢極

的な民Ilil活力の活川による施設整備を行う。

●ネ111J-i 1l｛秤11音）『者IH;、

• 西）宮浜地区

● Ii,[．｝尾地区

• 酎芦屋浜地区

• 尼崎·|ii1i海祉i部拠点1'lfl発地区

●淡路島国際公園都市

• 宝塚新都市

• 東播磨梢報公園都市

• ポートアイランド（第 2 期）

• 六甲アイランド

• 西神地区

• 神戸複合J産業団地

●束条南山地区

•大久保駅南地区

• 小野地区

●洲本市新都心

図11 格子型高規格道路網の概念図
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•北淡Ill.［浅野地区

（ウ） 陸 • 海 ・ 空にわたる多元・多煎の総合交通体

系の整備

復典を支えるとともに、新しい兵庫づくりを進

めるため、格子型高規格道路網の形成とこれらを

補完する一般幹線道路網及び主要な街路の整備、

鉄道の迂回ルートの整備等を推進し、道路 ・鉄道

のネットワークを強化する。さらに、空港・港湾

においては、それぞれの需要への対応と、背後圏

の経済活動を支えるための機能強化や交通ネッ ト

ワークの充実を図ることにより、交通乱の分散や

モーダルシフト等環税にも配胞し、耐震性が邸＜

代替性を備えた陸•海 ・ 空の総合交通体系の整備

を凶る。（図11参照）

•神戸港の復興

•神戸港の復興を支えるとともに、大阪湾ベイ

エリア機能の復典・充実を図る硲規格道路の

第3J位 復躾に向けての今後の取係11み

整備 共同溝の整備イメージ図

●被災地の広域迂回路の確保を区lるとともに淡

路地域の復取↓を支援する高規格道路網の整備

●被災地への南北大飛輸送路の確保を図る高規

格道路の整備

•高速性、代特性を備えた格子型if:j規格道路網

の整備

●硲規格道路網を補完するとともに、多核 ・ネ

ットワーク型都市圏を支える一般幹線道路の

整備

• 都市園防災幹線街路ネットワーク形成のため

の街路の整備

●幹線鉄迫の迂匝lルー トの強化

●被災地の鉄道の多直化、交通機l具l相互の辿携

強化

•交通結節点・防災拠点としての駅の整備

• 湘上コンテナ輪送の多重化に対応した港狗整

備

●港樅施設の耐誕性強化

•防災拠点として活用する港湾緑地の整備

• 自動車乗入れ抑制対策の推進

•災害時の交通拠点としての意、義を も有する空

港の監備

（エ） 都市基盤の早期復映

交通基盤、ライフライン施設、 産業基盤等、破

壊された都市碁盤施設について、新しい防災思想

と技術のもとで、喋境保全に配胞しつつ、 早期全

而復1日に全力を傾注するとともに、光ファイパー

網の整備等による通信システムの高度化や太l湯光

発磁等の新エネルギー利用システムの埒入等災害

時のバックアップシステムの充実を毯Iる。

●交通碁盤の復旧

●防災イ ンフラの復旧

•防災ま ちづくりに供するライフラインの整備

•災害に強い水迫施設の整備

●災害に強いJ-．業用水道施設の整備

•バックアップ機能を伴う総合的な梢報通信ネ

ットワークの構築
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•代替次枇代都市エネルギー基盤の形成

• 廃棄物の適正処理の推進

（オ） 防災拠点等の整備

広域的な救援 ・復旧のための拠点として、公園

等の広場を中心に、災害時の1fi報通信機能を備え

た広域防災拠点を、陸 • 海 ・ 空の交通アクセスに

配胞しつつ整備する。また、広域防災帯、地域防

災拠点の整備を推進するとともに、地域の自立的

な防災機能を強化したコミュニティ防災拠点（防

災安全街区）を形成する。さらに、県内の災害に

即応する諸機能を1iii，iえた県立防災センターの設附

を推進するとともに、国際的な視野から防災に係

る調杏 ・研究や、人材育成等を行う 梱l際防災セン

ター構愁を推進する。（図12参照）

• 広域防災拠点の整備

• 広域防災惜の整備

• 地域防災拠点の整備

• コミュニティ防災拠点

• 都市防災不燃化促進事業

（力） 災害に強い都市と農11」漁村の基盤整備

図12 市街地防災の考え方

j災帯
．河／11,~どの骨格とクる薦aとこれ

出典 ：「阪神 ・淡路震災復興計画」兵庫県
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〇広域防災拠点

ー：：：広島防災帯
R 地這防災拠点

←物資 ・妻員の供給ルート
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0●賣●のコ皇ュ：：，，，4＂只属鼻への慎

鑢

（O広鴫量●鴫）

風水杏、土砂災害、山地災杏、

地震災宙及ぴ火災等に対する防災

機能を強化し、 二次災害の防止を

図るとともに、阪神地域の河川に

おける水環様の改善を進めるなど、

自然と共生した都市、裳111漁村づ

くりを辿める。

• 二次災害防止 ・ 耐震性r~,1上の

ための河川の改良復旧事業

• 緊急消火 • 生活用水等を確保

するための防災ふれあい河川

の斃1胤i

• 地域の復典に合わせた広域防

災空Ihlとしての主要河川の藍

備

• 阪神地域の河川における水環

税の改善

• 地域防災拠点としての海岸の

整備

• 湘岸保全施設の耐誤性の向上

• 二次災宙防止のための砂防施

設等の整備

• 防災のための下水逍施設の有

効利用と再整備

●災害時の消火、生活用水を確

保するためのダムの整備

• 防災のための治山事業等



第33:t.1出典に向けての今後の取糾み

• 防災機能 ・ 公益的機能を有した災害に強い裳 海や山などの忠まれた自然屁i境、国際性や進取

|lli魚村の整備 の気風、培われてきた文化など神戸の個性を生か

2 神戸市

神戸市復典計画審議会は、平成7年3月27日に

「神戸市似興計画ガイドライン」を発表、「都市の

機能性とゆとりとの調和」「自然の恩恵と厳しさと

の共生」「人と人のふれあいと交流」を複典の基本

理念として新しい神戸の複興を目指すこととした。

そして 6月30日「神戸市復興計画」を正式決定し

た。計圃は、 10年後を目標に約1,000事業が盛り込

まれている。市民生活と都市碁盤の早期復旧、災

忠に強い都市づくりなど 9つの基本課題を提示し

たうえで、「目標別復棟計画」「安全都市づくり」

「市街地復殷計画」の 3つの総合計画に分け施策

を挙げた。また17事業をシンポルプロジェクトと

して、束部新都心計画や全長27kmの大容拭送水管

を新設する「災祁に強いライフラインの整備」な

どが計画されている。

復興計画の構成は、以下のとおりである。

(1) 目標別復興計画

相互の1剥辿を考應しながら「安心」「活力」「魅

ヵ」 「協働」の視点から施策を位附づける。

ア ‘‘市民の〈らいを復興する

被災を受けた市民生活の再建と安定、シピルミ

ニマムの皿復 ・向上の視点から、居住の安定の確

保、 住環橙の整備、 保健・医板 • 福祉の充実、教

育の再建、消般の安定等の施策を位骰づける。

イ ‘‘都市の活力“を復興する

産業の早期l旦11tlを支援し、将米の神戸を支える

産業の高度化や新産業の誘致 ・育成等を推進する

ための施策、市民生活や経済活動を支える基盤と

して港湾、交通ネットワークの整備等を位樅づけ

る。

ウ ‘‘神戸の魅力”を復興する

し、魅力あふれる都市づくりを進めるため、水と

みどりを生かした快適猿壕づくり、文化の再生、

国際性を生かした交流の促進、交流を支える基盤

としての情報ネットワークの整備等を位骰づける。

ェ 、`協働のまちづく り’'を推進する

まちづくりの歴史を受け継ぎ、震災の教訓を生

かして市民 ・事業者 ・市が協働のまちづくりを進

めるため、‘情報の交流、市民全体のまちづくりの

支援、ポランティアや事業者との連携等の施策を

位附づける。

(2) 安全都市づく り

市民生活の広がりに応じた災害への備えを「防

災生活圏」で、災害時に安全を確保する空11ilの整

備を「防災都市基盤」で、災害時に円滑に防災、

救援活動が実施できるシステムづくりを「防災マ

ネージメント」でまとめる。

ア防災生活圏

地域での防災力を高め、住民や事業者自らが主

体となり防災活動を展I:Jf-lする「近隣生活圏」、 行政

が中心となり災害を防止し、市民生活を支援する

「区生活圏」、その中間であり市民・事業者・市そ

してポランティアが協力し、災害を防ぎ、市民生

活を維持する「生活文化圏」を設定し、それぞれ

の圏域での防災活動や拠点整備等を施策としてま

とめる。（図13参照）

イ 防災都市基盤

神戸の地形特性を生かし、水とみどりを活用し

た防災緑地i|i川の整備、広域的な防災拠点の整備等、

多様な災害に対応できる安全な都市基盤の整備に

係る施策を位附づける。（図14参照）

ウ 防災マネージメン ト

緊急時の情報活動や防災活動、救援 ・復旧活動

等を迅速・円滑に推進するための情報システムや

辿携体制、マネージメント、 国際協力やポランテ
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図13 防災生活圏のイメージ図（神戸市）, ．．．． -1 ... ̀bb22b,C心・・・・l...... ‘, .. 4・・ph-.. e 

出典 ：「神戸市復典計画」神戸市

ィアとの辿携に係る施策を位骰づける。

く方 針〉

●多様な災宙に迅速かつ柔軟に対応できるよう

災杏への備えを充実する。

• 関係機1対等との辿携や防災システムを強化し、

災害時の緊急対応力を高める。

• マネージメントシステムの整備や広域辿携の

推進により円沿な救援 ・卸日を図る。

• 災害を知り、適切な対応ができるよう災害文

化の継承を図る。

(3) 市街地復興計画

被災が激しく 、復飩まちづくりを総合的に進め

る必要がある地域として 「震災復典促辿区域」を

「都心地域」「東部市街地」「西部市街地」の3つ

に分け、
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それぞれの特性に応じたまちづくりの方

凡 例

一、

ヽ ｀ 
防災支援拠点

｀ ヽ
（生活又i頃レペルの槌点）、一
地（近域隣防生活災圏拠レ点ペルの開点）

゜
． ．．► 

. ・・・・・・・・・ 祖難 物`臼受取．情報収集
物資ポランティア筍の

.~ 
受入れ＿ 吻資の配送
I 

....... ---.... f,!j雑．迎絡

I • • • aヽ ・•、

毒 河川紐1也蛇'......,. 
•·••··.......... 
.......．・ ・ • ・ • t 
・ •轟．．．．．．．．． 1li陀緑地釉

1 防災緑追（モール）． ili区公囚
近隣生活囲域

向をまとめる。特に地域の復輿を糸引していく2li.

業を「復奥プロジェクト」として位附づける。

(4) シンポルプロジェクト

復典のための様々な施策のなかから重点(l勺・総

合的に進めるべきものを抽出し、特に緊急かつ訊

要なもの、神戸の復興を先紺するもの、新しい神

戸の復典を象徴するものとして、 17のシンポルプ

ロジェクトを位附づける。

(5) 実現に向けて

復輿計画の効果的で円滑な遂行により、 211U：紀

の国際都市神戸にふさわしい復興を凶るため留意

すべき事項を実現に向けての課題としてまとめる。

このほか、神戸市では、神戸市消防基本計画検

討委員会を設附し、「神戸市消防基本計画策定にか



第3:i'，そ 復興に向けての今後の取組み

図14 防災緑地軸と防災拠点の構成（神戸市）

凡 例

防（生災活支又覆化聞・点レペル）
、ーヽ 渭川 111地 輸

I ｀ 
1111111 

、一‘
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゜
aj路紐地軸 1 9 9 9 
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防(Iii災レ中ペ枢ル蘭）点

゜
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NS
 

0 500m lkm 9m  l畑
- -999ー、

出典 ：「神戸市復興計画」神戸市

かる碁本的事項」についての誇問を行い、5月8

日の答申を基に「消防基本計画」を策定した。こ

れは神戸市復興計画の下部計画として、市の消防

体制を強化するための諸施策の実施計画を定める

ものであり、「国際防災モデル都市」を実現するた

めの今後の消防体制のあり方を示すものである。

また、神戸市では「神戸港復興計画委員会」を

設置。 4月の神戸港復興計画委員会報告牲では、

「神戸港復興計画」について、おおむね平成17年

を目標にした「神戸港港濡計画」に基づき、裳災

を乗り越えた21世紀の新たな港づくりを目指すな

どの基本方針を発表、「神戸市復興計画」の一痰を

担う計画として神戸港の港湾施設の復興に関する

基本的事項を定めている。

3月には「神戸経済復興委員会」を発足。神戸

経済の復興の指針と当面の応急的な復旧方策につ

いて検討し、「神戸市復典計画」に反映させると

し、 6月に報告習が提出された。

3 阪神地域

(1) 尼崎市

尼崎市では、 4つの基本理念に基づき、目標年

次を2005年（平成17年）とした「尼崎市裳災復興

基本計画」を策定した。

ア基本理念

• 市民・事業者の復興へのエネルギーを結集し、

市民 ・事業者 ・行政の協働により進める。

• 人と人とのふれあいや助け合いなど、福祉の

心を持った人にやさしいまちづくりを進める。

• 安全でより四の高い住宅と住環埃を目指して

復興を進める。

• 自然を生かした、みずとみどりのまちづくり

を進めるなど、ゆとりのある空間を整備し、

安全性の高い都市構造を実現する。

イ 基本計画

（ア） 復典に向けて

• 市民生活 ・ 事業活動の復興
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第5編復旧 ・復典対策

●公共施設等の復興

●面的整備地区の復興

（イ） 災害に強いまちづくり

• 21世紀に向けた災害に強いまちづくり

• 防災体制の整ったまちづくり

尼崎市では、以上の基本計画を基に復興事業を

進めるため、住宅、地区整備、公共土木施設、公

共建築施設、上 ・下水道等の5分野の復典計画を

策定した。

(2) 西宮市

「西宮市裳災復興計画」においては、計画の目

標年次を2005年（平成17年）とし、計画事業は、

その緊急度に応じて、 3年以内に重点的に対応す

るものとそれ以外のものに区分される。

計画の基本目標は以下の4つに分けられる。

• 安心して暮らせる、心かようまちづくり

• 災害に強い、安全なまちづくり

• 活力を生む産業のまちづくり

●魅力あふれる環境、文化、地域社会づくり

基本目楳を達成するため、各分野において推進

する施策を「復興への施策展開」として、また、

都市基盤整備を中心とした事業を「市街地の復典」

としてまとめる。

ア 復興への施策展開

• 市民生活の安全、支援

• 安全で安心できるまちづくり

• 産業の振興

●魅力ある地域社会の創出

• 環税と調和した、美しいまちづくり

イ 市街地の復興

• 市街地の面的復典整備

●道路交通のネットワーク化等

●港湾の整備

•水と緑のまちづくり

• ライフラインネッ ト ワークの整備

「安全」「安心」そして「希望」に満ちた文教住
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宅都市をめざし、以上の計画の実現に当たっては、

行政手続きの一陪の明確・効率化に努め、西宮に

集うすべての人々を結集して、精力的に事業を推

進するものとしている。

(3) 芦屋市

「芦屋市裟災復興計画」においては、「快適で安

全なまち」 「自然と共生するまち」 「人々のふれあ

いと文化盟かなまち」を復興の基本理念とし、2005

年（平成17年）を目標年次としている。

まちづくりの目標として、

●魅力ある芦屋のまちづくり

•快適で安全なまちづくり

• 人と自然珠境が共生したまちづくり

• 福祉が充実・したまちづくり

• ともに築き助け合うまちづくり

を挙げている。

さらに、碁本理念に示すまちづくりを目指した

基本計画（図15参照）として、

• 防災体制の拡充

• 市街地の復興

• 住宅の復典

●道路の復興

• 公園・緑地の復興

• コミュニティの活発化

●自立 ・循環型環境の創出

• 健康づくりの推進

• 社会福祉の充実

• 市民文化の復興

• 生涯学習の充実

• 学校教育の充実

• 商業の復興

の具体的施策を梢極的に進めていくものとした。

芦屋市では、事業の推進体制の確立を図るとと

もに、事業の優先順位を定め、財源確保に当たっ

ては、行政内部で事務業務の見直し、組織 ・定員

管理の適正化、職員給与の適正化等行財政改革を
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図15 防災生活圏のイメージ（芦屋市）
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凡 例

~·ooo: 
:QQQ.<$ 延焼遮断帯 （防災緑地軸）

ライフライン

● 耐震性飲料・消火兼用貯水槽
▲ 防火水槽
■ 防災資機材倉庫
.........情報 ・通信システムのネット

ワーク

出典 ：「芦屋市震災復興計画」芦屋市

梢極的に推進し、経般の削滅と効率的な行政迎営

に努めてい くものとしている。

伊丹市

伊丹市では、「ともにつくる安心して珠らせるま

ち」を震災復興の理念とした 「伊丹市震災復興酎

画」を策定した。計画の実施期間は10年間 （平成

(4) 

7 ~16年度）

ア

（ア）

（イ）

を目途とし、特に緊急性の森い事業

については、早期かつ重点的に実施 し、

進するものとした。計画の視点として、

復典と 「くら し」の復典の2つに分けられている。

「まち」の復興に関する計画

市街地の復興

復興を推

「まち」の

• 重点復興地域 （阪急伊丹駅周辺）

●裟災復興促進区域 （旧村蕗部）

災害に強いまちづくり （図16参照）

の復興

の復興

• 都市基盤と防災拠点等の整備

●公共建築物の安全性の確保

• ラ イ フラ インの安全性の強化

図16 防災帯・ 防災拠点の整備イメージ（伊丹市）
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出典： 「伊丹市震災復興計画」伊丹市
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• 情報収集 ・ 情報提供策の拡充

• 大阪国際空港機能の活用

イ 「〈らし」の復興に関する計画

（ア） 住宅の復興

（イ） 市民生活と産業の復典

• 市民生活の復興

●産業の復興

• 伊丹文化の再生

計画の推進に当たっては、市民参加のまちづく

り、行財政運営の充実等、 l紺辿計画への反映、広

域的な辿携体制の強化、戦略的復興事業の推進等

を留意することとしている。

(5) 宝塚市

宝塚市では、「「人間の葬匝』を基本とした安全

で快適な都市づくり」を碁本理念とした「宝塚市

震災復興計画」を策定した。計画の目標年次は2005

年（平成17年）とし、以下の構成となっている。

ア 目標別復興計画

• 「災害に強い都市の創造」安全居住都市をめ

ざして（区117参照）

• 「快適都市の創造」快適環境都市をめざして

• 「共生社会の創造」 生涯福祉都市をめざして

•「新しい宝塚文化の創造」文化創造都市をめ

ざして

イ 市街地と住宅の復興のために

• 市街地の復興・整備計画

●公共施設の復興・整備計画

●住宅の復典 ・整備（供給）計画

●爾点的に施策を実施する地区等に係る計画

ウ 計画の実現のために

• 市民、 事業者、市の協働によるまちづくり

• 国、 県の支援と他の被災都市との連携

• 計画の充実に向けて

(6) JI!西市

川西市では、目標年次を2005年（平成17年）と

し、「水と緑の生活創造都市をめざして 人間中心

のまちづくり」を基本理念とした「川西市猿災復

典計画」を策定した。

この計画では、今回の震災において）成1;iflされた

地域住民の相互援助やポランテ ィアの支援活動が、

図17 地域ステーション及び地区防災拠点イメージ図（宝塚市）

学校・公園内施設
．避難所
・地域ステーションとの情報連携
・救援物資等の備蓄、集積、配送

グラウンド・広場
・災害対策活動資材の集積
・救援車両等駐車場
・緊急用ヘリポート
・延焼防止

7
 

公民館
• 都市防災拠点との情報連携
・自主防災組様等の活動拠点

ため池• プール・
・災害時の消火用水、生活用水
1r 

非常時における対応の大きな原動力と

なった現状をみて、自主防災組織の育

成やポランティアとの連携等、特にソ

フト面に重点を謹いて、

• 災害に強いまちづくり計画

●公共施設の復旧・整備計画

• 被災市民の生活援護及ぴ産業の復

興方策

などを柱としている。

川西市では、この復興計画を基本に、

市総合計画 「川西こころ街計画2002」

の施策の大綱に沿って復典事業を計画

的に推進し、生活創造都市の実現を目

指すものとしている。

出典： 「宝塚市震災復興計画」宝塚市
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第33位 復典に1旬けての今後の取象llみ

4 淡路地域 5 大阪府

淡路島各町においては、災杏対策本部から復興

本部に名称を変え、復興に向けての取組みが展開

されている。各Ill［の復典計画は表13のとおりであ

る。

く大阪府の住宅復興計画〉

大阪府では、阪神・淡路大震災により型中市を

中心に大阪市、箕面市、池田市、吹田市などで住

宅に大きな被沓を受けた。このため大阪府住宅復

興計画を策定し、被災地の実情に沿った施策を推

進することにより、被災者の居住の安定を図るこ

ととした。

表13 淡路島各町の復興計画

地 J戎 復興計両の名称 「l 程

湘名町 i:lt名町復興n•I.jifi1 （仮称） 平成8年3月計11lf1
策定

」t淡lll]．北淡町姦災復興碁本計 平成7年 6月計画
両 策定

ー店lÙJ.密集住宅市街地整(iiiiji平成7年9月基本
業計価 計画（泰）の提示

東iiii町 i魚菜集蕗哀境整備事業 平成7年度中事業
~fjilil／密集住宅市街地 計画策定 ・許手

整備促進事業計両

_Tr．色町 五色IIII兵）iltl¥!.iij部地災 平成7年 6月iifilli1
復典ii.jilil 策定

表14 新規建設 ・既存住宅の供給計画

対象 1i :． 宅 種 片11 戸 数

災 ガにて1 公 ，＇竺，.,ー9’• 住 宅 400 

低
新規
特定借 J.:.tt 1f tl・：宅等 600 

1/'i 
所 建設

紺・
地械整備 <l~ 業 l対辿 1主宅 200 

者

）竹

既存 既存公＇慾住宅等空’求活） Tl 600 
活）；li （建 設 I I I 含 む）

新規
特迫俊艮 1et1・迂住宅 500 

家

賞
建設

得 民 ll¥J 貿 抒 住 宅 100 
者
）竹 既存 既イーた公社 ・公団貿1t住宅活用 200 

活Ill （建 設 1 | I 含 む）

持 ’求
新規 民 間 住 宅 800 

建設

合計 3,400 

く大阪府の住宅復典計画の基本的な考え方〉

全壊した住宅戸数等に対応した住宅の供給

全壊した住宅への対策については、府 ・市が中

心となり、原IIljとして当該被災市域内に表14のと

おり3,400戸の住宅を供給するものとする。

なお、半壊により撤去等を行った住宅への対策

については、公営住宅等の空家を活用するほか、

住 宅 の 概 要

所得の低い被災者に対して供給する公営住宅で、激甚災害の指定に

より通常より硲いh|lll)Jを受けることができる。

民liilの上地所布者等が建設する貨1芍住宅を市等が11"iり上げて、公営

住宅階1/'1の被災者に対して供給する住宅節で、国からrliに対して述

設股、 'ix'.共滅頷毀笞の一部について補11））がある。

盟1|―,ItiU・：内地区で行う1主毛市街地総合整備ホ菜等の地域整備事業に

よる従iiii居住者用貨貸住宅等で、主として所得の低い被災者の住宅

として活用する。

公裳13生の空‘記．りを所得の低い被災者の1主宅として活用する。

民1ii]の土地所有者等が建設する1{'1t1主宅を市等が伯り上げて1I啜所

得者府の被災者に対して供給するti:．宅で、国から市に対して建設Pt

家貨滅額漕の一部について補助がある。

土地所有者等が被災者向けに建設する一般の民I:ilttti住宅。

住宅供給公社や住宅都市整備公団の空家を被災者の住宅として活用

する。

住宅金融公lili柑漬、府の個人住宅建設 ・購入沢金融沢あっせん制度

等を活用し再述される持ち家住宅。

注） 新規建設については、平成7~8年度の 2カ年で沼エ ・認定等を行う。
出典 ：「大阪府住宅復興計画」大阪府
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第5編復lH・復峡対策

被災市の地域の実梢に応じて市が施策を購じるも 市がいずれも 2対 1で負担する。

のとする。 主な事業は平成 7年度から10年IMりに実施される

ii 民間賃貨住宅の復興支援と地域整備の推進 こととなった。

木造賃貸住宅に大きな被害が生じた豊中市庄内

地区などで、 土地所有者等による被災者向けの賃

貸住宅の速やかな建設を促進するとともに、公的

貨貸住宅として梢極的に活用する。

また、密集住宅市街地整備促進事業や住宅地区

改良事業等により、住宅の供給を促進するととも

に、公共施設の整備を図る。

iii 住居投負担への配應

被災した府民の所得階附等に配｝巡し、災害公営

住宅を建設するとともに、特定借上貿抒住宅や特

定俊良賃貸住宅など家贄補助を伴う公的貫貸住宅

の供給を促進する。

iv 安全で快適な住宅づくり

新しく建設する住宅は、高齢者 ・隙害者をはじ

めすべての人が安全で快適な生活が確保できるよ

う、構造、設備に配胞したものとする。

V 半壊した住宅に対する融査等の支援

半壊した住宅等に対しては、補修等の復1日に梢

極的に助成し、 居住の安定を図る。

第2 圃阪神・淡路大震災復
興基金による支援対鍛

地元地方公共団体においては、阪神 ・淡路大設

災の早期復興のため各般の取組みを補完し、被災

者の救援及び自立支援並ぴに地域の総合的な復興

対策を長期 • 安定的、機動的に進めることを目的

とした財団法人阪神・淡路大震災復興基金を平成

7年4月1日に設立し、政府においても梢極的に

支援することとなった。

同基金の規模は6,000億円で、そのうち出査金

2001意円、長期借入金5,800億円を、兵l庫県と神戸
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1 住宅対策

住宅対策として、同財団は、住宅金融公那の災

害複輿住宅融査を受けて、災害復興住宅を購入す

る者や小規模又は不整形な敷地を共同利用して一

構えの共同住宅を建設する者に対し、 当初5年間

を実質無利子にするなどの利子補給を行う。

また、民Ilりの土地所有者等が建設する賃貸住宅

を住宅供給公社等が借上げ、または、管理を受託

して公的な賃抒住宅として供給する災宮復興準公

営住宅に係る住宅金融公即からの借入金に対して

も利子補給を行い、 当初5年1lflを実質無利子にす

るよう措附された。さらに、住宅を再建する者の

うち、既存住宅ローンの1t閻遠等のために1代遠額が

低遠能力を上回る者の負担軽滅を図るため、住宅

金融公1il汲ぴ県 ・市町単独住宅復典融査借人金に

対する利子ネi|）給や、地姦により被災した宅地の早

期復奥を促進するため、防災工事査金に対する利

子補給を行う。

2 産業対策

産業対策としては、被災した中小企業者の政府

系中小企業金融機関（中小企業金融公）庫、国民金

融公廊、商工中金）借入に対する利子補給を行い、

当初3年1.l-ilを実烈無利子にする措骰がと られる。

また、失業の予防に査するとともに、事業活動の

再開等に向けた匝用の維持を奨励するため、企業

における1木業など雁用維持の措附に要した経骰の

一部を助成する。そのほか地域産業の発）成のため、

新たに事業を典す中小企業者に対して長期的な視

点に立っての助成等を行う。



3 生活・教育対策

生活対策として、住宅再生計画による恒久住宅

建設地域に設匹される「コミュニティプラザ」の

整備骰や被災者の避難生活、自立を支援するポラ

ンテイア活動に対する助成を行う。また、「こころ

のケアセンター」 1カ所及ぴプランチとして保健

所単位に12カ所設骰される「地域ケアセンター」

の運営骰を助成する。

また教育対策として、私立学校等の復興に対す

る支援や文化財所有者の被災修理骰用に対する助

成等の教育対策事業を行う。

第3'f;i:. 復典に向けての今後の取組み
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第 6編

阪神・淡路
大震災を振り返って



第 1章l災害現場からの声 （インタビュー）

35人の

証言で綴る
ー用l7E3 

すべてが初めてだった。

そのB、阪神・淡路地域はいつもと変わら

ぬ朝を迎えようとしていた。乎和で活気に満

ちた一日が始まるはずだった。しかし、時計

の針が5時46分を指した数十秒後、巨大な力

が大地を激しく揺り動かし、一瞬にして街は

廃墟と化した。助けを求める人々の絶叫とと

もに、紅蓮の炎が街を営め尽くしていった。

惨状を呈する被災地で、この突発的な大災害

に立ち向かう人々の姿がそこにあった。

日本消防協会地困等防災対策委貝長

兵血県消防協会会長

神戸市西消防団長

神戸市西消防団伊川谷支団長

神戸市東灘消防団御影西分団長

尼崎市消防団副団長

芦総市消防団長

神戸市西消防団玉沼It支団副支団長

津名町消防団長

北淡lllI消防団長

一宮町消防団長

神戸市西消防団槌谷支団副支団長

明石市梢防団長

姫路市網干消防団長

山崎町梢防団部長

大阪府消防協会会長

大阪狭山市消防団長

八王子市消防団長

神戸市消防局生田消防培

西宮市消防局長

兵血県婦人防火クラプ連絡協議会会長

神戸市北区婦人消防隊連絡会会長

三ツ出．ベルト株式会社導務取締役

神戸市北区道場婦人消防隊隊長

神戸市北区淡河婦人消防隊隊長

六甲アイランド病院救急部長

神戸大学医学部付屈病院救急部長

（当時）神戸大学医学部付屈病院沿簸部長

兵I印！1！立西宮病院救急医療センタ一部長

神戸大学医学部付属病院集中治療部副石殿婦長

日本赤十字社兵/j_It県支部1ji務局長

（当時）神戸市立生田中学校長

神戸市長田区西代戸崎自治会連合協議会副会長

（当時）神戸商船大学白鉛寮自治会会長

京都大学法学部学生

川

口

村

浦

木

部

合

井

本

田

田

山

崎

田

光

夫

次

夫

晋

弘

晴

＿

四十

信

忠

男

志

啓

＿

基

義

友

道

英

安

賢

寛

忠 行

義

昇

代

三

好

男

満

治

江

子

義

子

子

学

昇

恵

久

子

治

次

仁

晃

晴

美

鶴

健

朝

孝

徳

恵

博

千

賢

耕

林

岡

谷

本

澤

原

本

元

西

田

井

道

林

田

野

田

宅

田

田

石

溝

木

三

三

織

川

北

松

繁

室

乎

山

山

助

森

小

浅

中

岸

前

藤

松

山

小

切

石

新

小

小

荻

和

三

有

上

梅

益

末

富

幸

俊

敏



第 6編 阪神 ・淡路大裟災を振り返って

大震災の体験、教訓を決し

て風化させてはならない
～被災地消防団活動に感銘～

日本消防協会地震等防災対策委員長

（日本消防協会副会長／北海道消防協会会長／

夕張市消防団長）

石川十四夫

誕災から 1年余になろうとしている被災地は、

いまだにいたるところで裳災の爪痕が生々しく残

っており、改めて戦後最大の阪神・淡路大裳災の

被害の甚大さ、深刻さを肌身で感じました。

また、 一方で復興に向けて、被災者の方々がカ

強い歩みをされていることに心から感激し、この

不幸にもめげずに希望を持って頑張っていただき

たいと思います。

特に、消防職団員の皆様が、当然の使命とはい

え、自らも被災され、想像を絶するような困難な

状況のなかで、住民の生命、身体、財産を守るた

め不眠不休で活動されたことをお聞きして、心の

底から感銘を受け、最大の敬意を表するものであ

ります。

さて、私の出身地であります北海道も度々、 地

震被害に見舞われております。最近においても北

海道南西沖地裟、北海道東方沖地裳等がいまだ記

憶に新しいところであります。今回の阪神 ・淡路

大裳災でも 2名の行方不明者が出ておりますが、

2年以上前の南西沖地裟では津波によって、現在

でも28名の方が行方不明となっております。今回

は特に津波による被害はありませんでしたが、大

都市部における津波対策も考えておく必要がある

と思います。

今回の阪神 ・淡路大猿災の特徴は近年発生した
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地裟災害と述って、地裳の規模が大きいというこ

と以上に高述道路や新幹線の損壊、建物倒壊、ラ

イフライン施設等の被害が広範囲にわたったこと

であるといえると思います。都市直下型地設の恐

ろしさをまざまざと見せつけられました。大地裳

とはいえ、近代的な都市がこうも簡単に破壊され、

都市機能が麻痺してしまったことに大きな驚きと、

自然の脅威に対する人間の無力さを感じました。

私も消防団長を長年やっておりますが、今回は

被害があまりにも大きかったために、結果的に消

防力を早期に大飛に動員できなかっただろうと思

います。つまり、消防力をはるかに超えた災害で

あったといえるのではないでしょうか。このよう

な災害であればこそ、ますます地域の防災リーダ

ーとしての消防団が韮要な役割を果たし、また多

くの被災者の心の支えにもなったものと確信 しま

す。

実際に被災地を見て、また、活動された方々の

お話を聞いて感じるのは、まず第 1にこのような

批重な体験、教訓を決して風化させることなく、

防災関係者はもちろんのこと、一般住民の方々も

含めて、後泄に語り継いでいかなければならない

ということです。

また、大都市の消防団活動における可搬式ポン

プの活用を図るべきであると考えますし、さらに

防災体制を強化するうえで、財政力の弱い市町村

に対する支援策について、今後検討していく必要

があると思います。

日本消防協会地震等防災対策委員会としても、

これらの教訓を今後の設災対策に反映すべく 、2 

月10日代議員会で決定した7項目の決議事項を基

本に関係機瀾に対して更なる要望をし、早期実現

に向けた努力をしていきたいと思っております。



大震災を乗り越えて
～悲しみに耐え頑張った消防団～

兵庫県消防協会会長

（尼塙市消防団長）

溝口信次

近代的なビルが建ち並ぴ、人々の平穏な生活が

あった神戸・阪神 ・淡路に、草むらとなって広が

るさら地を目の前にするとき、あの忌まわしき大

震災によって、この地で多くの人が崩れた家の下

敷きとなり、猛火に焼かれ、苦しみのうちに命を

蒋われていったことを思い、私は、今なお悲しみ

で胸が張り裂けそうになり、目頭の熱くなるのを

禁じえません。

平成7年1月17日午前5時46分、突然の激しい

揺れとあらゆるものが破壊される音に眠りを破ら

れたまちは、闇速道路や新幹線の橋桁が落ち、ピ

ルやマンションが崩れ、民家が押しつぶされてい

きました。人々は余震と、迫り来る大火に恐れお

ののき、碩から血を流す人々が巷をさまよってい

ました。その様はさながら地獄絵図を見るがこと

くで、私の長年の人生においても多くの災害を経

験してきましたが、このような大震災は初めての

体験でした。

大きな揺れがおさまるやいなや、尼崎市消防団

長である私は、すぐさま市消防局に駆け付け消防

団本部を削設しました。そして通じにくくなる電

話を頼りに、市内の情報を収集するとともに、神

戸 ・阪神間の消防団長に被害の状況や応援出動の

要否について連絡をとり続けました。市内の被害

に対しては、火災の皆戒、音備などに消防団員を

第1蹂 災害現場からの戸（インタピュー）

振り分けるとともに、地災被害の最も大きい神戸、

芦屋市への応援出動を決定し、私も自ら約2カ月

の陣頭指揮に当たりました。

被災地では消防団員の必死の活動が繰り広げら

れていました。自らの家が被災したにもかかわら

ず、また家族が生き埋めになっていたにもかかわ

らず、地域を守る消防団員としてあとを家族に任

せて消火や救助救出活動に全力を挙げて立ち向か

っていきました。昼夜を分かたぬ不眠不休の活動

の挙げ句、過労に倒れ帰らぬ人となった消防団員

もおられました。

一方、設災当日の午後には、全国から瓦礫の山

となった被災地へ救援物査がどんどん届きはじめ

県の物査集殺地となった消防学校やグリーンピア

三木などでの物査の搬出入作業に、県災害対策本

部から消防団の動員についての要睛を受けたため、

兵廊県消防協会長として私は、緊急役員会を招集

し、すぐに被災地以外の全消防団に出動の協力要

請を行いました。各消防団は、迅速に応援部隊の

編成を行い、厳寒のなか、 3月まで1日も途切れ

ることなく交代で出動し、県からの要請に見事に

応えてくれました。

私は、今回の大震災で展開されたこのような一

致協力した獅子柄迅の消防団員の活動を、正に消

防団の亀鑑として大いに誇らしく思うとともに、

消防団員一人ひとりに心から感謝の誠を捧げたい

と思っております。

また、このたぴの裳災では、日本消防協会をは

じめ全国各地からお見舞いや義援金を項裁いたし

ました。被害の甚大さゆえに裳災復興への遠い道

のりの不安を党えつつも、こうした多くの方々か

らの心温まる支援の手が差し伸べられていること

を実感し、心強い限りでありました。誠にありが

たく、心より感謝申し上げる次第であります。

私は、今、震災で亡くなられた多くの御霊の安

らかならんことを心から念じつつ、その葬い犠牲
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に報いるためにも、大震災の教訓を生かし、私た

ち地域の｀防人”としての消防団が先頭に立って、

災害に強い安全なまちづくりを進めていかなけれ

ばならないと改めて強く感じております。そして、

今後もより一府消防団活動に精進していきたいと

決意しております。

地域住民の期待に応える消

防団として何が必要か

神戸市西消防団長

（神戸市消防協会会長）

木 村忠 夫

西区消防団は7支団、 97班、団員1,430名で構成

されており、災害発生時には消防署と辿携して消

防活動に当たっています。

今回の展災では幸い西区は大きな被害がなく、

当日の夕方から大規模火災が発生した長田区の応

援活動に当たりました。長田の火災はこれまで経

験したことのない大火災でした。応援に駆けつけ

る途中、高台からおびただしい黒姪がもうもうと

立ち上っている長田の市街を視野に捕らえたとき

は、 正直いってひるみました。あまりの惨状にベ

テラン団員でさえ、「団長、あの中に入るんですか」

と尋ねたほどです。

長田消防署長から、まだ消防車が 1台も入って

いない戸崎通 ・西代通の消火に当たってほしいと

の要請を受け、 18時30分、消火活動に入りました。

先発隊、後続隊合わせて150名の団員が力を結集

し、様々に発生するトラプルにも必死で対処し、

延焼拡大している猛火を予定した箇所で何とか翌

日の午前3時すぎに鎖火することができたときに
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は、さすがに団員も寒さと空腹が重なり疲労困悠

の様子でした。 1月20日以降、 神戸市消防局及び

応援消防隊のために食料を届けるなどの後方支援

活動に当たりました。

今回の震災で威力を発揮したものとして、第 1

には機動力のある軽匹l輪の梢載車が挙げられます。

渋滞する幹線道路を避け、裂逍を走行するときに

は小型の禾翡載車の方が都合よく、也裂が入り瓦礫

が散乱した道路を走行するにも小型の梢載車は活

躍しました。西消防団では97班すべてに梢載車を

配備できるよう関係各位に依頼し、既にプロゴル

フトーナメントの牧金から数十台寄附していただ

きました。次に今回ほどトランシーパーの必要性

を痛切に感じたことはありません。ホースを2,400

m延長しなければならず、 号令のたぴに伝令を走

らせたのですが、大変な重労働でした。また、救

出活動に要するのこぎり、パール、チェンソーな

どは最低限、装備しておきたい道具です。

機材を充実させる一方で、市民の防災意識が高

まるような広報活動を梢極的に行っていく必要性

も感じました。自らの安全は自ら守る。そうした

意識を市民一人ひとりが持てるよう行政PRして

いくべきではないでし ょうか。いま地域を守る組

織として消防団が見直されています。そうした市

民の期待に応えられるよう今後もいっそう消防隊

との辿携を強固なものにし、これまで以上に市民

から信頼される消防団として精進していかなけれ

ばならないとつくづく感じています。

裳災によ り多くの葬い命が失われました。亡く

なられた消防関係者並びに被災しながら懸命に働

いたすべての消防団員に、次の歌を捧げます。

家失し被災の身をも顧みず人に捧げし命葬し



第 1甜 災宵現場からの声（インタピュー）

2400mのホース延長に苦慮
する

神戸市西消防団伊）1|谷支団長

三浦 晋

地震当日の午前中は区内の被害状況を確認して

回りましたが、幸いにも西区の被害は軽微でした。

昼頃、団長から支団長会議を持ちたいとの連絡が

あり、管轄区域の状況を報告するとともにテレピ

の報道から長田区がひどい状況であることが伝わ

っていましたから、何とか長田に応援に行ってあ

げたいと総意がまとまりました。そこで、改めて

16時に消防団本部のある西消防署に集合し、市の

消防本部から長田を応援してくれとのコンタクト

があり、 16時30分、第 1陣として消防車9台、 7

支団、団員51名で出動しました。

1時間あまりかけて長田消防署の対策本部に行

き指示を仰ぐと、 戸崎通 ・西代通の火災現場はま

だ1台の消防車も入っていないとのこと。西消防

団がその火災現場を受け持つこととなり、 i肖火栓、

防火水槽は使用できないので西代プールの水を使

うことにしました。しかし、大渋滞の道路を前進

するのは難しく、やっとの思いで西代プールに部

署することができました。プールの水は幸運にも

満水であり、 しかも高飛ぴ込みのプールもあって、

とても心強い思いがしました。しかし、水源のプ

ールから先、車で現場に入ることはとても不可能

な状況であるため、300m間隔に8台の小型動カポ

ンプを配箭し、その間は車に梢んである20mホー

ス15~18本をすべてつないでやっとのことで延長

したのです。また、 4人でポンプを運んだのです

が、道路は陥没していたり、倒れた家の屋根で塞

がれていたりして、歩行も困難な状況にあり、線

路の枕木の上を歩いて運んで行きました。一番先

のポンプは約2kmほど手運びしたことになりま

す。こうして、 戸崎通 ・西代通に部署したのが18

時30分頃。筒先は2線に分けて放水したものの、

あまりに火勢が強いため、正直いって我々西消防

団だけではとても心細く感じられました。第1陣

は夜11時まで消火活動に当たり、その後は第2陣

が引き継ぎ、翌朝 3時まで活動は続けられました。

当初は「頼りない消防だ」とか「早く消せ。何

やってるんだ ！」 と、我々に食ってかかっていた

住民も、着ていた法被の「西」の文字に気づき、

「西区から応援に来てくれたのか。遠い所をよう

来てくれた」と言ってくれるようになりました。

このようなパニックのなかで消防活動をすること

ができたのは「ボンプ操法競技会」（年 1回開催し

ており、既に39回実施。）の訓練のお陰だと思いま

した。

町内会と消防団が結束、月 1
回の放水訓練が役立つ

神戸市東灘消防団御影西分団長

三木基弘

今回の誕災では6,308人の眩い命が失われまし

たが、私たちの町内でも多くの撤牲者が出ました。

32人の方々が亡くなり、そのなかには自治会副会

長がいますし、私の母も家の下敷きになって亡く

なりました。

地緩発生直後、 1階に寝ていた母親を大声で呼
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んでも返事がありません。必死で姿を探している らガス漏れが発生し、爆発の恐れがあるため避難
ぼや

うちに近くの家が小火を出したものですから、母 勧告が出されましたが、その際には避難するよう

親は死んだものとあきらめ消火活動に向かいまし 住民に呼び掛けて回りました。今回の裳災を振り

た。このときすでに消火栓からは水は出ませんで 返って思うことは、町内の方たち全員が協力し、

した。しかたなく消火器で消そうとしましたが、 また、団と住民が一致団結して自分たちの住む町

小火とはいえ火勢が強く消えませんので、本管の を必死に守ろうとしたことです。これは日頃から

なかに残っている水をボンプ車で吸い上げて何と 町内会の祭りなどを通じ、町内会と消防団のコミ

かi肖火することができました。 ュニケーションがうまくとれていたからだと思い

いったん家に引き返して母親を救出しましたが、 ます。

もう既に息はありませんでした。 このときあちこ

ちで火事だという声が上がっていましたので、母

親をそのままにして私は御影の火災現場に向かい

ました。着くと既に町内の人たちが暗渠になって

いる川から水を汲み、必死になってバケッリレー

をし、i肖火に当たっていました。若者が3mの高さ

がある暗渠の底に降りて、懸命に水を汲んでいま

す。しかし、火勢が強く、とてもそこにある水t：：：

けでは消し止められそうにありません。消火栓か

ら水は出ませんので、我々消防団員が毎月 1回、

放水訓練をしている乙女塚の大きな井戸から水を

取ることにしました。ホースを200mほどつなぎ、

死角になるところには団員を配し、手信号で合図

しながら放水しました。それでなんとか鎖火させ

ることができましたが、井戸の水には限りがあり、

完全消火には至りませんでした。 5~ 6時間もす

るとまた火の手が上がり、夜中に「火が上がった」

とだれかが知らせに来て、我々は再度消火に向か

います。これが3日3晩続きました。このとき、

消火に当たっていた団員は皆、死にもの狂いでし

た。家族のもとに戻ってあげたいだろうに、それ

もままならない。おまけに長靴をずっと履き続け

ていたため、足がふやけてしまい満足に歩けない

状態でした。

今回の震災では、我々消防団は消火活動する間

も家の下敷きになった方の救助もしましたし、 18

日には御影浜町（東部第2エ区）でLPGタンクか
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消防団服を脱いで情報収集

に走る

尼崎市消防団副団長

織部義晴

地裟発生直後、被害状況を確かめるべく団員を

情報収集に出しました。その際、自分で見たこと

だけを報告するように言いました。といいますの

は、噂ほどあてにならないものはないからです。

人に聞いたことなら自分の目でそれを確かめてか

ら報告するよう指示を出しました。また、動揺し

ている住民から何か尋ねられたら、「大丈夫です。

何かあれば、皆さんに真っ先にお伝えします」と

言って、落ち着かせるよう指示して送り出したの

です。

ところが、送り出した団員がいくら待っても帰

ってきません。ようやく戻ってきた団員に聞きま

すと、消防団の服を省ているものですから、住民

に助けを求められるようなのです。家がつぷれて

家族が埋まってしまった。消防団の人ならなんと

か助けてくれないか。そういって泣きつかれてし



まうのだそうです。しかし、こちらとしてはまず

梢報を集めたい。地区の被害状況をつかみたいの ・

です。そこから対策を購じなくては効果的な救助

活動に入れないのです。情報収集に出る団員には

途中から団の服を脱がせました。i肖防団の誇りで

ある団の服を脱ぐのには大変抵抗がありました。

住民を見捨てるのではなく、任務を遂行するため

に服を）I見がなければならないときもあるのです。

今後、こうした大規模災害に兄舞われたとき、服

装に留意して情報収集することを提案させていた

だきます。

その後、消火栓の確認に走らせました。30分ほ

どして戻ってきた団員から消火栓はすぺて水が出

ないという報告を受けました。そこで普段、訓練

をしている河川 3カ所から水を取り、火災にはそ

れで対応することにしました。

また市の南部、港に近いところでは液状化現象

が起こりました。不思議なことに地裟発生後10分

から20分ほど経過して、泥が吹きだし、ひどいと

ころでは民家が道路より70cmも下がり、そのため

埋設されている配管が軒並み壊れていました。

今回の誕災で感じたことは、こうした緊急時に

は住民だれもが混乱しており、誰かがリーダーシ

ップを取って強い口調で指示しないことには二次

災害を引き起こしかねません。実際、ガス漏れが

発生しているところでタパコを吸おうとする人さ

えいましたし、傾いた電柱の下にかたまっている

人たちもいました。また、災害に迅辿に対処でき

る消防団員というのは、つくづく地域の防人であ

ると認識しました。そのためには消防団にも必要

な救助査機材を整えるとともに、人を有効に活用

することも重要であると思います。今回、ライフ

ライン施設の復旧に地元の職人が手を貸してくれ、

2日間という早期に応急復旧することができまし

た。これは今後に活かせる教訓だと思います。活

躍できる住民はあらかじめ登録してもらい、災害

第 1誼災宵現場からの'j" （インタピュー）

時には救援隊を編成し活動してもらうのです。

姦災当日、当市では8件の火災が発生し、その

うち 2件は延焼拡大しましたが17、18日の2日間

で対処できましたので、 19日からは相互応援協定

に基づき芦屋市の応援活動に移りました。

消防団員は自ら被災していながらいち早く集ま

り直ちに消防活動を開始し、消防職員、 地域住民

と協力しながらこの大災害に立ち向かいました。

彼らをかき立てたものは、まさしく地域に根ざし

た消防団の伝統であり、この大姦災を機に改めて

消防団を誇りに思いました。

郷tを愛し、郷土を守る消
防団

芦屋市消防団長

川合友一

17日から19日までの 3日間で芦屋市には13件の

火災が発生しましたが、なんとか延焼を抑えられ

たのが不幸中の幸いでした。これは消火栓が使用

不能のなかで、防火水槽、プール、河川の水、 井

戸水などを効率よく活用したことと、消防団とi肖

防本部の協力によるものだと思います。

芦屋市は住民のなかに医師が多く、自ら被災し

たにもかかわらず率先して負傷者の手当てをして

くれました。負傷の程度によってどの病院が適切

か、また、この負傷者は頭を動かさないようにな

どと、非常にきめ細かな指示をしてくれ病院への

搬送に役立ちました。

救出活動で忘れられない出来事があります。地

殷直後、市の西側に位骰している消水町で「娘が
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下敷きになっている」との通報により現場に駆け

つけると、コの字型の2階建てアパートが倒壊し

ており、若い娘さんが柱の下敷きになっていまし

た。最悪にも正面と背後から火の手が上っており、

火勢も強く 、要救助者の所まで容易に近づけませ

ん。娘さんは「おかあさん、さようなら」と弱々

しい声で言い、手を振っています。我々は「今い

くぞ。頑張れ」と懸命に励まし、作業服の上から

何度も水をかぶって進入を試みたのですが、火勢

は強まるばかりで思うようにいきません。すると、

おかあさんが「もう行かんでください。行けば共

倒れになります」と、我々を遮ったのです。

今回の誕災を通じて、消防団は火を消せばいい

というものではないということをつくづく知らさ

れました。人命を救出するのも消防団の使命です。

そのためにはチェンソーなどの救助査機材は必要

で、その訓練もしなければならないと思いました。

本市は尼崎市、西宮市、伊丹市、 川西市、宝塚

市、 三田市、猪名川町の7市 l町で災害時におけ

る相互応援協定を結んでおり、緊急時には相互に

応援することになっています。今回の設災では19

日から尼崎市、宝塚市ほかの消防団の協力のもと、

人命検索（ローラー作戦）を実施しました。芦屋

市の約3万3,000世帯を 1軒 1軒調ぺて回り、未救

出者がいないかどうかの確認作業を行いました。

自らが被災者であるにもかかわらず応援に駆けつ

けていただき、改めて消防団の結びつきの深さを

感じました。とても感謝しています。今後はより

いっそう 7市 1町の結ぴつきを深め、地域の辿携

を強めたいと実感しました。また、裳災発生直後

から、自ら被災者であるにもかかわらず自発的に

参集した消防団員を誇りに思います。郷土を愛し、

郷土を守る消防団の索晴らしさを再認識しました。
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野次馬に何度も消火活動を

中断される

神戸市西消防団王津支団副支団長

北 井道男

玉津支団は蓮池小学校前に部薯しました。水源

の西代プールと筒先のほぼ中間地点で、 山耕電鉄

と県道（通称 ・御屋敷通り）が立体交差する場所

です。高速道路が倒壊し、県道が通行止めになり

ましたので、いきおいこの道路に車が集中し、大

変な渋滞が生じていました。我々は国道にホース

を延長したのでは自動車に破損される恐れがある

と考え、ス トップしている山賜電鉄の線路に沿っ

てホースを延長しました。

しかし、そうしたにもかかわらず踏切りでは

我々の願いなど意に介さず、ホースの上を走行す

る自動車が後を絶ちません。破損したホースから

水が吹き上がり、そのたぴに新しいホースと交換

しなければならず、まったく無意味な紐り返しに

強い・lttりを感じました。送水をストップして、ま

たーからやり直しです。伝令が走っていく間にも

新たな箇所で火の手が上がり、こんなときトラン

シーバーがあったならずいぶん助かったと思いま

す。通行する自動車のなかには被災地を見物にき

た人もおり、心底、怒りが込み上げてきました。

また、燃料切れにも苦労させられましたが、なん

とか西消防署と辿絡がとれ、 トラックで運んでも

らうことができました。

団員は 1本約 5kgもする重いホースを 2本担

いで走りました。腕は張り、足元は暗く、しかも

道は地裳のためにでこぽこになっており走りにく



いことおびただしく、それでも皆、必死で消火活

動に当たっていました。初めて経験する渡まじい

火勢にもひるまず、寒さにも耐え、本当によく頑

張ったと思います。ただ、一つ後悔していること

があります。蓮池小学校前に部署していたときに

梢載車で追体を迎んでほしいと住民から頼まれた

のですが、私は消火活動を優先したい旨を話し、

その依頼を断ってしまったのです。果たしてそれ

でよかったのかどうか、住民の気持ちを思うとい

まだにつらくなります。

重機での掘削作業には細心

の注意が必要

津名町消防団長

松本英志

ドーンという大きな縦揺れがあったとき、関西

空港から発培する飛行機が島の上を飛んでいます

ので、とっさに家の近くに飛行機が墜落したのか

と思いました。後で人に聞くと、同じように飛行

機が落ちたと思った人が多かったようです。強い

横揺れに変わってから地誕だということが分かり

ました。 6時20分頃に役場に到着すると、既に災

害対策本部が設罹してありました。津名町の場合、

災害発生時はサイレンによって招集をかけます。

この通報によって団員はそれぞれの器材箭場に集

合し、分団長の指示に従って行動するシステムに

なっています。団長ら役員はどんな災害時でも役

場に出て、指揮を取ることになっていますので、

地誕発生と同時に役場に急行したのです。

地震直後ではありましたが、電話は使用できま

第 1蹂 災害現場からのyt,（インタピュー）

したので、 7時前には町の被害状況が概略ですが

掌握できました。今回の震災で不幸中の幸いは、

被害が役場周辺の志筑地区と中田地区の 2地区に

ほぽ集中しており、比較的被害の少なかった他の

4地区の消防団のうち、いくつかの分団をこの 2

地区に投入することができたことです。そのため

に迅辿な救出活動ができました。これがもし町全

域に被害が及んでいたら、とても今回のような対

応はできなかったと思われます。

地裟当日の11時頃にはすぺての救出を終了しま

した。救出に際しては土地柄もあって、近所づき

あいが普段からあり寝室の場所が特定しやすく、

救出が索早くできたという利点がありました。救

出作業に威力を発揮した道具としては、まず屋根

をはがすためのバールと店口でした。これは欠か

せません。 しかし大きな屋根になりますと、とて

も人の力だけでは太刀打ちできませんし、瓦を一

枚一枚はがしていたのでは効率が悪いですから、

どうしても重機が必要になってきます。今回、建

設業の人に重機を運転してもらいましたが、苦段、

建設現場で動かしている場合と人が埋まっている

ところを掘るのとでは、事梢がまったく違ってき

ます。家族も傍らで気を揉みながら見守っていま

す。急がなければと焦る気持ちと、重機で体を傷

つけはしまいかという不安で、なかなか重機を動

かしにくいのです。そのためには消防団員が下で

確認しながら指示してあげることが必要でした。

「引け」「止めろ」といった指示を出すのは、ひと

つ間違えれば助かる命を失わせることにもなりか

ねません。とても勇気と買任のいる重い役目です。

今回、藤岡副団長がその役目を果たしましたが、

大変な思いをしたはずです。

淡路島にはため池が2万5,000ほどあります。町

内にもたくさんのため池があり、救助後は一つひ

とつ堤防を確認して回り、亀裂が入っている堤防

は修復しました。また、街路灯が倒れて、夜にな
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ると町は真っ暗な状態です。他県ナンパーの車が

入り込んで金目の物が盗まれているという流言が

流れ、その夜から消防団は自主的に夜間パトロー

ルを行い、これは3月いっぱいまで実施しました。

また1月22日には大雨の予報が出ていましたので、

管轄のため池を巡回するとともに、必要な家には

屋根に防水シートを張る作業も行いました。

気合いが迅速な救出に

北淡町消防団長

繁田安啓

今回の展災で本町は38人の尊．い命を失いました。

また全半壊、一部損壊家屋は3,120世帯にのぼりま

す。誕度7の激震が残したむごい爪痕は、なかな

か癒えるものではありません。この大災害を振り

返ったとき、我々消防団は果たして使命を十分に

まっとうできたかと自分に問うと、口惜しさが券

ります。なかでも北淡町で唯一発生した火災で、

焼死者を 1名出したことは無念でなりません。地

裳直後の6時16分に通報があり、駆けつけると倒

壊した家屋の 1階から出火しており、奥さんが家

の下敷きになっていました。防火水槽から水を取

り、ホース 3線で消火に当たるとともに救出も試

みたのですが、柱が重すぎ人間の力だけではとう

てい動かしがたいのです。淡路島では地震よりも

台風に備えた家づくりをしていますので瓦は重く

し、梁も直径50cmくらいの太い木材を使用してい

ます。これが今回の裳災では災いし、 1階はつぶ

れ2階がその上にのしかかる典型的な家屋倒壊を

招いたのです。
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団員に重機を迎んでくるよう指示し、来るまで

の問、懸命に消火救出を試みるのですが、押しつ

ぷされた 1階から出火しているため屋根が邪魔し、

思うように火を消せません。 8時30分ごろに常備

消防が応援にきてくれ、協力して消火救出に当た

ったのですが、残念な結果となってしまいました。

頼りにしていた重機は10時30分ごろになってやっ

と到着しました。なぜそんなに到着が遅れたかと

いいますと、あのときはどこでも喉から手がでる

ほど重機がほしい状況でした。「下敷きになってい

る。その重機で助けてくれ」と懇願されたら協力

しないわけにはいかなかったのです。韮機を調達

にいった団員を、どうしてもっと早 く来なかった

と買めるわけにはいきません。この火災例をはじ

め、今回の裳災における消火救出活動から各梢載

車には刃渡り40cm以上のノコギリとチェーンソ

一、それにチェーンプロックを装備する必要があ

ると痛感しました。

しかしながら、今回の該災を通じて地域に密着

した消防団としてのあり方が、間違いではなかっ

たことを立証できたようにも思います。大災害に

もかかわらず、裳災当日に倒壊家屋の下敷きにな

っている被災者をすぺて救出し、行方不明者もい

ないことが確認できたのは、日頃から地域住民と

団員のコミュニケーションが円滑に固られていた

からにほかなりません。北淡町消防団は6分団33

部565名で構成されています。とりわけ、町内会単

位の「部」の働きが大きかったと思われます。本

部から指令が出る以前に自主的な救出活動に入り、

日頃から親しくしている家のことですから間取り

を知っており、無駄な時間を股やすことなく救出

することができたのです。プライバシーがないと

いう指摘もありますが、今回はこの親しさが効力

を発揮しました。同じ町内に暮らす者同士、いい

意味での関心を持つことは、とても大切なことで

はないでしょうか。独居老人に関しては、台風災



害のときに安否の確認を実施しているため辿やか

に確認作業が行えました。

18日以降は避難所の支援、 二次災害の防止に当

たりました。 1月の末になってようやく風呂に入

れたときは、心底ホッとしました。シートをかぶ

せていない家はみんな消防団員の家だという、笑

うに笑えない話がありました。

地域住民に信頼される消防

団

一宮町消防団長

室田賢一

現在は消防団長をしていますが、震災当時は多

賀地区の分団長をしていました。地震直後、すぐ

に各分団ごとに自主的な救出活動に入ったようで

す。多賀地区の被害状況を把捏した後、役場のあ

る郡家地区の被害がひどいという電話連絡があり、

急ぎ50人ほどの団員を辿れて町役場に向かいまし

た。途中、伊排諾神社の島居が倒壊しているのを

見て、初めてひどい地誕であることを知りました。

町役場に到哲したのは6時30分頃だったと思いま

す。既に郡家地区の中谷分団長（現・一宮町消防

団副団長）が救助を求めて駆け込んでくる住民の

対応に当たっていました。電話はすぐに回復しま

したが、住民は通報するより役場に直接駆け込ん

でくることのほうが多かったように思います。災

害時に役場に集結する取決めはありませんでした

が、被害は市街地に集中しており、自動的に役場

が活動拠点になったのです。

集まった団員を10名lチームで編成して現場に

第1甜 災雹現場からの声（インタピュー）

向かわせ救出活動に当たったのですが、当日の昼

頃には1件を残してほぽ救出活動を終えることが

できました。救出の遅れた 1件は、夫婦2人で硲

らす家でしたが、倒壊した家屋に向かって呼ぴか

けても返事がありません。よく車を利用して泊ま

りにいっていたということでしたが、家に車があ

ったので、それなら家にいるに違いないと思い重

機を入れ、丹念に瓦礫を取り除くとようやく 1階

の隅で圧死している 2人を発見できました。今回

の裟災で韮機を使っての救出はこの 1件だけで、

ほかはすべてのこぎりとスコップ、チェンソーだ

けで対処しました。しかし、台風に備えて重い木

材を使用していますからのこぎりだけでは限界が

あり、救出活動にはチェンソーが威力を発揮しま

した。この事例を最後に15時、行方不明者ゼロを

確認しました。

全壊家屋1,032棟、死者10人を出した大災害にも

かかわらず、 当日のうちにすべて救出できたのは

裟災後、幾度となくマスコミで報じられたように、

どの家ではどこに寝ているかまで承知しているの

で迅速な救出活動が行えたのです。また、火災が

発生しなかった原因としては、 一宮町のi魚業は海

苔が主体のため、起き出すのが地設が起こった時

間よりもう少し遅いのです。台所でまだ火を使っ

ていないのが、不幸中の幸いでした。

救出活動が終了してから各分団はそれぞれの地

区に戻り、家を一軒一軒見て回り、安全かどうか

の確認作業を行いました。夕方からは大半の方が

避難所暮らしのため、消防団員で各地区を巡回し

たり、井戸から水を汲んで避難所に運んだり、頼

まれれば倒壊した家から通帳や現金なども取り出

して届けるようなこともしました。高齢者は1人

で倒壊した家に入れませんので、代わりに取って

きてあげるのです。消防団員はそれだけ地域の人

に信頼されている証しだと思います。 17日の18時

ごろ、町役場の女性職員や地元の人たちが炊き出
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しをしてくれ、また近くのコンピニエンスストア んでした。

からパンの差 し入れがあって、ようやく消防団も 今回の火災で怖いと思ったのは、隣の住宅に火

ひと心地つくことができました。 が燃え移る場合、まるで自然発火のようにいきな

りワッと燃え上がることでした。フラッシュオー

バーを起こしたのだと思いますが、わずかの間、

筒先を奪おうとする住民 I 目をそらしていると、それまで無事だった住宅か

神戸市西消防団櫨谷支団副支団長

平山寛行

我々の支団は筒先を受け持ちました。 i肖火活動

している間は、それはもう大変な状況でした。住

民の方に腕をつかまれ、胸ぐらをつかまれ、うち

の方から火を消してくれと懇願されるのです。住

民の方々の気持ちは痛いほどよく分かります。 し

かし、言われるままに消火するわけにはいきませ

ん。我々は地元の消防団ではありませんから地理

にも不案内ですし、何はさておき火の大きなとこ

ろから消火しようと筒先を向けるのですが、こっ

ちが先だ、いやこ っちだと、筒先を翁いかねない

ほど混乱した状況でした。

困ったのは水がすぐに止まってしまうことです。

玉津支団が部署したところで自動車がホースを踏

みつぶしていくため、筒先まで水が送られてこな

いのです。さあ消すぞと意気込むと、すぐに水が

出なくなる。そんなことが何度かありました。そ

のたぴに住民の方から激しい怒声が上がります。

梢けなく、そしてもどかしくもありました。

18時30分ごろに部署し、第2陣と交替した23時

ごろまで消火活動を続行しました。交代後にすっ

かり冷たくなったおにぎりを食べましたが、水と

寒さで体は冷えきっているにもかかわらず、その

おにぎりのおいしかったことといったらありませ
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ら激しい火の手が上がるのです。これはとても怖

いと思いました。

なんとかその現場は明け方までに鎖圧でき、

我々はひとまず西区に引き上げたのですが、 戻る

消防車の中で空しさばかりが募ってきたのを昨日

のことのように党えています。団員は皆、疲労と

無力感で押し黙ったままでした。

住民の要望に応えられる消

防団として

明石市消防団長

山崎忠義

： 明石市消防団では、ポランテ ィア活動隊を編 ［

：成し、 高齢者の家庭、 1旅害者の方並ぴに母子家：

i庭の救援活動を行っています。
1 活動内容

① 屋根のシート張り

② 家具転倒の整理など

※なお、家屋の倒壊や門、塀の修復などはご ；

遠胞ください。
,................................................................................., 

これは1月23日に市全域に回蔑した文告の一部

です。雨が降りだすと市民が屋根のシート張りに

四苦八苦 していたものですから、お年寄りや体の



不自由な方、男手のない家庭ではどうしているの

だろう。できずに困っているのではないだろうか。

そんな心配がありましたから、上記の方に限って

消防団がお手伝いすることにしました。

防水シートは市民会館にストックがある程度あ

りましたが、県の消防学校や三木市のグリーンピ

アヘ出かけ、救援物査の中から380枚ほど集めてき

ました。残った防水シートは被害のあった工業用

ため池に水防用として使用させていただきました。

屋根に上がっての作業ですから、 くれぐれも団

員にはけがのないよう注意してもらったのはいう

までもありませんが、団員のなかに屋根職人がい

て、これは大変助かりました。作業に当たっては

4 ~ 5名を 1組として回ってもらいましたが、 1 

日に囮れるのはせいぜい 5軒程度。 1月末までこ

の活動を継続しましたが、最終的にシート張りは

110件の要梢があ り、 547名の団員が作業に当たり

ました。ただ、消防団員はそれぞれ仕事を持って

います。なかでも会社員の団員は企業の理解が得

られないことには活動が難しいですから、私は団

長名で協力依頼の文咎を送らせていただきま した。

それとともに「出動証明密」というものを作成し、

ポランティア活動する団員に支閣がないよう配應

しました。これは消防団員のためでもありますが、

企業に防災意識を高めていただ＜狙いもありまし

かヽ0

今囮の裳災を通して、私は消防団も時代に即し

て変貌していかなければならないと痛感していま

す。消防団だと威張っていられた時代も確かにあ

りました。しかし、現代は地域住民とコミュニケ

ーションをしっかりとり、要望を把握して活動を

広げていかなければいけない時代だと思います。

本市の消防団はこうしたポランティア活動のほ

かに救援物査の仕分け活動にも当たりました。 1

月21、22日の両日は県の消防学校で、 2月25日に

はグリーンピア三木でそれぞれ活動しました。神

第13位 災雹現場からの声（インタピュー）

戸市の大火災をみまして、改めて防災上、公園や

街路樹などの都市空間というものがいかに大切か

を認識しました。今後は都市空間の重要性を見直

し、災害に強いまちづくりをしてほしいと思いま

す。

震災の反省から、要請なしで

も団員の他府県派遣を決める

姫路市網干消防団長

山田昇

地裳発生直後、被災地では水が不足していると

思い、急ぎポリ容器を集めて回りましたが25個し

か集まらず、とりあえず9時に団員4名で神戸市

へ出発しました。翌日からはポリ容器40個分の飲

料水が届けられるようになり、わずかながらでも

被災者の喉を潤すことができたのではないでしょ

うか。

また23日の14時40分に県消防防災課から直接、

私のところに電話があり、 24日から神戸市北区に

ある県消防学校で救援物資の梢み降ろし業務に当

たってほしいとのことでした。県の要望は派逍人

員は50名。期間は 1月24日から27日までの4日間

です。県も誤災の対応に四苦八苦していることは

理解していましたので、市消防局に相談し、分団

長を招集して24日は我々の網干消防団、25日姫路

東消防団、 26日姫路西消防団、27日飾磨消防団の

各団員50名を派造することに決定しました。急な

ことであり、各分団の人員が確保できるまで、と

りあえず我々網干消防団が先陣を切ることにしま

した。
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業務は9時から翌朝の9時まで、一昼夜業務で

す。網干消防団の場合は服装として作業衣、 白へ

ル、長靴、法被を着用するよう指示し、軍手、タ

オルを持参するよう伝えました。24日6時15分、

網干消防署に集合し、輸送パスに乗って神戸に向

かったのです。

消防学校に着いてあぜんとしました。 10t車が

40~50台ズラッと並んでいます。これを下ろさな

ければならないのかと思ったら足が誕えました。

わずか50人でこれだけの粕み荷が降ろせるだろう

か。降ろしてもキチンと整理しておかねばなりま

せん。経験がないものですから、そうした作業が

果たして我々だけでできるのだろうか。不安を感

じたものの、作業にかかれば全員、必死の思いで

働きました。消防学校の校長先生が22時から仮眠

をとるよういってくれましたが、そのとき束北6

県の車が続々到省したのです。渋滞して到培が遅

れたのでしょう。見ていると、迎転手が1人で荷

降ろしを始めました。我々50名で作業しても大変

な重労働です。とても 1人では降ろしきれません。

おそらく渋滞するなかを眠い思いをして車を走ら

せてきたのでしょう。東北までは長い逍のりです。

一刻も早く荷を降ろし、帰りたいのでしょう。そ

んな思いが痛いほど伝わってきますから、見兼ね

て手伝いました。その梢み荷を降ろし終えたのは

24時を回っていました。全員、口も聞けないほど

疲労していました。救援物査の梢み降ろし業務は

さらに 2月26日から28日までの 3日間、場所をグ

リーンピア三木に変えて団員200名を派造しまし

た。

今回の裳災で得た教訓から、兵庫県消防団では

他府県で災害が発生した際、要硝がなくとも消防

団員300名をポランティア活動のために派造する

ことを決めました。現在、派造団員は救急救命処

置をマスターすべく、講習を受けているところで

す。
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家族の理解と協力を背に活

動

山崎町消防団部長

助光梅代

私は10年ほど前から週に一度ですが、独り暮ら

しのお年寄りにお弁当を配っています。独り暮ら

しのお年寄りはだれかと話せることが、とっても

楽しみなんです。私もお年寄りが好きですから、

喜んで話し相手になってあげるのです。

消防団に入ったきっかけも、一部のお年寄りだ

けでなく、より多くのお年寄りのお世話がしたか

ったからでした。家の周囲に燃えやすいものを置

いていないか。火の始末ができているだろうか。

そんなことのお手伝いがしたいと思い、団員にさ

せていただいたのです。

今回の設災でも困っている独り荘らしのお年寄

りが大勢いました。そんなお年寄りのために何か

役に立ちたい。でも、家族を放って神戸に行くわ

けにはいかないと思っていると、逆に家族のほう

から 「消防団員のくせに何しとる。被災地に行っ

てやらんか。」とせきたてられ、 リュックサックに

必要な物を詰め込んでくれたのです。

私は山崎町の自治会が現地で炊き出しをするこ

とになったので、さっそくその一員に加えていた

だきました。 15人でお餅をつき、おしるこを作っ

たのですが、皆さんにとても喜んでいただきまし

た。忘れられないのは最初に炊き出しに行った際、

きっとまた来るからと約束していたおばあさんが

いて、 2度目に炊き出しに行きますと、そのおば

あさんが私におまんじゅうを 1つくださったので



す。でも、そのおまんじゅうにはカビが生えてい

ました。目がすこし悪い方ですから、カピが見え

ないのでしょうね。世話になったから何かお礼が

したい。でも誕災で何もかも失ってしまったから、

配給でいただいたおまんじゅうくらいしかあげら

れないと、大事にポケットにしまっていたのでし

ょう。捨てられやしませんから大事に家に持って

帰りましたが、 戻る車のなかで涙が止まりません

でした。

また、山崎町の女性だけで炊き出しをしたこと

もあります。ただし、このときは自分のことは自

分で対処できる方だけにさせていただきました。

費任感があって自分を律することのできる方でな

くては、 現地に入ってだれに迷惑を及ぼすやも知

れません。ポランティアにいって、逆に被災され

た方たちの迷惑になるようなことは1真まなければ

なりません。そういう意味で、参加条件のような

ものをつけました。一例ですが、 トイレがひどい

状態なのです。「女性はどこでもいいからするとい

うわけにはいきませんから、紙おむつで用足しす

ることになるのですが、それが嫌だったら一紹に

行ってもらうわけにはいきません」とね。このよ

うな事前準備をしていきました。

今回はポランティアの一員としての活動でした

が、今後ますます女性消防団員が増えていくと思

います。男女の特性を生かし組織のなかで十分な

活動ができるような体制づくりを考えていく必要

があるのではないでしょうか。

第13；i. 災宵現楊からの芦（インタピュー）

大阪府として広域的な救援

活動ができたことに誇り

大阪府消防悌会会長

（和泉市消防団長）

森益三

18日、被災地では飲料水が不足しているという

ことを知り、和泉市消防団で被災地に届けるべく

市消防本部、市消防団、それに泉大阪ライオンズ

クラブのご協力を得て、 20日8時、 1,200個のポリ

容器に詰めた飲料水をトラック10台に梢載し、ほ

かに軍手や毛布も梢み込み、堀口副団長以下10名

で消防団本部指揮車を先頭に長田区役所へ向かい

ました。途中、 一般車両が間に入ったり、また道

路が寸断されていたりで何度か緊急走行に支障を

きたしましたが、 11時頃には長田区役所に到省し

ました。区役所の要望で飲料水などの救援物査は

神戸協同病院及ぴ避難所になっている小学校2校

に無事、届けることができました。また、当市消

防の敷地内をヘリポー トとし、被災地からの重症

患者を受け入れ、搬送するなど広域的な応援活動

を実施しました。

18日には大阪府の要請により、大阪府消防協会

が消防団員による救援部隊を組織して被災地に派

逍するため、府内の消防団に参加を求めたことに

伴い、本市消防団からは藤原副団長と 2人の分団

長を派遣することにしました。 3名は21日8時30

分、「大阪府救援隊」として石津港より船で被災地

に入り、同日16時から神戸市北区にある兵廊県立

消防学校で救援物査の仕分け作業に当たりました。

学校のグランドには既に膨大な批の物査が集まっ

ているにもかかわらず、それらの斃理がまだでき
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ていないため）I干心の被災者には届けられていない

状況であったといいます。それから翌日の3時ま

で、救援隊の不眠不休の仕分け作業が始まりまし

た。雨に打たれ、寒さに耐えながらの作業は、な

かなか苦労のいる作業だったと聞いています。

大阪府内でも豊中市など被害の大きかったとこ

ろがあったにもかかわらず、それらの方々のご厚

意により大阪府として消防団による救援隊を組織

し、兵廊県に派造できたことは、いま振り返れば

とても意義のあることだったと思います。万が一

にも団員がけがをしたときのことを考えると、派

造することにはためらいもあったでしょう。しか

し、隣県が大災害で苦しんでいる最中に見て見ぬ

振りはできません。こうした緊急時にこそ応援の

手を差し伸べるのが消防団の心意気であると思う

のです。救援物査の輸送及び仕分け作業などをは

じめ、被災地自らでは実行不可能な作業が多々あ

ります。今後、こうした大規模災害が発生した際

には、近隣の被災していない地域の消防団が組織

的な支援活動をする必要性を痛感しました。今回

の震災で得た箕重な体験を通して、我々は地域を

守るとともに、さらに広い意味での消防団として

いっそう絆が強まったと思います。

大切な救援物資を任された

ことは光栄

大阪狭山市消防団長

小林末好

大阪府消防協会から南河内地区消防団に兵1庫県

立消防学校で救援物査の搬入搬出作業に当たって
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ほしいという依頼があり、 1月28~29日、 2月

11~12日の2回、支援活動に当たりました。

既に裟災から11日たっており、学校のグラウン

ドには膨大な救援物査が集まっていました。品物

別に仕分けされており、それぞれ5~6mほどの

高さに達していたほどです。この仕分けは、20日

に現地入りした大阪府救援隊が行ったと聞いてい

ます。そのときは緩災直後であり、 リーダーも不

在のためまった＜整理整頓がなされてなく、グラ

ンドにシートを敷き、その上にあらゆる救援物査

がただ山梢みにされているような状態だったそう

です。下に梢まれたラーメンなどは、雨を吸って

食べられなくなっていたようです。

消防学校に集められた救援物査は、ボランティ

アで来ていた運送業者の大型トラック 1台に3カ

所分の物資を梢み避難所に輸送しますが、需要の

多い物査はだれもが欲しがり、最初の避難所で大

半が持って行かれてしまいます。そのため足りな

くなった物資を補わなければならず、 トラックは

再度消防学校に戻らなければなりませんでした。

避難所の方に、ほかの避難所にも届けなければい

けないと運転手が説明しても附き入れてもらえな

かったといいます。しかし、それは無理からぬこ

とでしょう。

また、道路事梢を考えますと、輸送に関しては

大型 トラックよりも軽四輪などの小型車の方が有

効であったと思います。一度にいくつもの避難所

を回ろうとせず、小型車 1台で1つの避難所を回

る分散輸送のほうが効率はいいのです。 2回目で

行った際には、前回に感じたこうした問題点が解

消され、物査の輸送はとても円滑に行っていまし

た。梢報も行き届いており、いま避難所では何が

要求されているかを消防学校も的確に把握してい

ました。

救援物査の搬入搬出作業という支援活動を通し

て私なりに感じたことは、今回の裟災においては



全国の人々から様々な形で支援の手が差し伸べら

れました。この誕災が決して人ごととは思えなか

ったのでしょう。我がことのように痛みを分かち

合い、実に温かい励ましがなされたことは大変索

哨らしいことだと思います。こうした普意を敢大

限に活用するためには、救援物究の搬入搬出作業

におけるリーダーの必要性を強く感じました。ま

た、全国からの救援物資の輸送は市町村などに委

ね、個人として車での被災地入りは厳に1真むべき

だと思います。反省すべき点は反省し、効率のよ

い方策を早急に購．じる必要があると思われます。

今回の支援活動において、派逍消防団員は地味

できつい作業にもよく耐え、頑張ったと思います。

そして、共重な救援物査を取り扱う作業を消防lil

に任せてくれたことをとても光栄に思っています。

震災直後に消防団員による

救援物資搬送隊を派遣する

八王子市消防団長

浅岡富男

被災者の数が増加していくなかで、 1月19日17

時より緊急本団・分団長会議を開催し、八王子市

長の特命により市消防団員による救援物衰搬送隊

を組織しました。ミネラルウォーター 1万本、ア

ルファ米1万食、缶詰・弁当3,000食、ポリタンク

40個、毛布40枚を 4tトラックに梢載し、 翌20日7

時に市役所庁舎前を出発。中央道経由で被災地に

向かいました。搬送隊の棉成は副l団長2名、分団

長7名、団員6名、市防災課事務局職員1名の総

勢16名であり、車両は救援物衰を梢んだトラック

第l:i','t 災害現楊からの戸（インタピュー）

1台、水槽ポンプ車 2台、人員輸送車 l台の計4

台です。

20日19時、八王子から12時間を骰やして、搬送

隊は無事に神戸市役所に到着することができまし

た。災害対策本部から庶耶埠頭倉即に搬送してほ

しいとの依頼により、 II音いなかを地図だけを頼り

に指定場所を探し、休む間もなく全員で搬入作業

にかかり、ようやく作業を終えたときには21時30

分を回っておりました。

今回の搬送任務は出発前から過酷な任務になる

ことが予想されました。どこまで高速道路に乗っ

て走れるのか、目的地まで到逹できるのかなど、

極度に惜報が不足している状況下にあって、搬送

隊はその場その場で的確な判断を下し、確実に被

災地に救援物査を届けなければならないのですか

ら、実に困難な任務といえるでしょう。そうした

劣悪な状況のなかでけがもなく無事に救援物資を

被災地に届けられたことは、搬送隊全員の力を結

集した成果であると同時に、八王子市消防団全員

の「自分たちの分まで被災された方たちを応援し

てきてほしい」という思いに勇気づけられたこと

も忘れてはなりません。

救援物査の搬送任務に当たった団員からは、そ

の体験から実に有意義な報告を受けました。例え

ば、被災地では交通が寸断され、人手も不足して

いるため、救援物査を被災地に直接送るのではな

く、被災していない隣県及ぴ市町村に救援物資の

基地を設附し、そこから各避難所に必要な物資を

搬送すれば交通渋滞も緩和され、避難所こ＇とに物

資が迩うというような不公平さも解消できるので

はないか。また、地設の影響でゴミ焼却炉が使用

不能になったため、避難所には物査を運んだ段ポ

ール箱が山のように溜ってしまったこと。帰路は

空車になる応援車両がこれらを持ちl)盈り、地元で

処分すればよかったのではないかという報告 もあ

りました。団員が懸命に任務を遂行したなかで得
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た教訓は今後、市の防災計画に生かしてほしいと して外に出させました。

念願しています。 そして、急いで外に出て見ると、 土埃が立ち込

地霙に負けるものか！
～当務中隊長として～

神戸市消防局生田消防署

中谷 満

今回の誕災を振り返って、第1に思うことはと

っさの状況判断が大切だということです。地裟発

生が朝の5時46分であり、市民にしても、また消

防にしても、「寝込みを製われた」状況だといえる

でしょう。その日、当務員であった私はいつもど

おり管内巡視のため、 5時20分に起床。地展発生

前には服装も整えていました。そのときいきなり

西からドカーンとものすごい音がして、立て続け

に建物全体が下からドン、 ドン、 ドンと何度も突

き上げられ、とっさに隣の生田智察署で爆弾テロ

でも起こったのではないかと思ったほどです。そ

して、すぐに強い横揺れに製われ、これは地震な

んだと理解しましたが、建物のあまりの揺れに一

時は死を＇此悟したほどです。「くそ！ こんな地緩

に負けるものか ！」と心の中で叫ぴながら、通路

を塞ぐ防火戸を必死におさえ、「これは、もしかす

ると神戸の生田から西は壊滅したのではなかろう

か」と思いまじた。

何とか揺れがおさまった後、私は、直ちに当直

職員を集合させ、点呼をとり無事を確認した後、

今後の消防活動に備え全員に編上げ靴を服かせ、

服装、装備の点検をさせました。また、瑞内がガ

ス臭いため、爆発の危険を感じ車廊の消防車を押
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めるなかに倒壊している家屋が眺められ、町は不

思議と静まり返っていました。外に出てきた人逹

がパジャマ姿で放心したようにふわり、ふわりと

歩いている。聞くと、「家族が家の下敷きになって

る」。そう告げるものの声が妙に淡々として弱々し

く、現実感がないのです。緊急を要するほどの事

態であるのに、そのことが当人には、はっきりと

認詭できていない様子なのです。切迫した声が聞

こえたのは、地震発生から30分たった頃だったと

思います。

甚大な被害であることを認識した私は、これか

ら消防としてどう対応するかを考え、まず、、情報

の混乱を防ぐため現場指揮本部を車廊前に設骰す

るとともに、署内に応急救護所を開設しました。

また、消火・救助活動は、手つかずの現場をなく

すため最小限の人員で隊を編成するとともに、非

常招集員を使いひとつでも多くの現場へ出動させ、

さらに現場で人手が足りなければ住民に協力して

もらうよう指示しました。初めは苦情を言ってい

た住民も、いったん救助活動を手伝えば非常に協

力的であり、「次はどこや ！」と梢極的に活動して

くれました。また、救助活動に必要な重機も建設

会社のご匝意により借りることができ大変に助か

りました。それから、住民による救助も多 く、 署

内のあらゆる道具を貸し出しました。このパニッ

ク状態のなか、私は直ちに自衛隊の応援が必要で

あることを実感しました。

生田署の管轄内では17日から19日までの 3日間

で火災7件、焼損面租約1,700m'と比較的少なく、

31日までに164人を救出できたのがせめてもの救

いです。

今回の誤災の教訓として、災害時におけるi肖

火 ・救助活動は、まず地裳から自身の安全を確保

したうえで編上げ靴やヘルメットなどの万全な身



仕度、装備が必要であること。また、狭い空間に

おける簡易救JI力査機材（のこぎり、バールなど）

を使っての訓練が必要であることを痛感しました。

今回の裳災は、早朝に発災したことが不幸中の

幸いでした。 これがもしあと 1時間ずれていたら

と思うとゾッとします。最後にひとつ提言させて

いただきたいことは、 ドライパーはいつでも救助

活動ができるよう自分の車のトランクにのこぎり

やバールなどの簡単な救助査機材を常備しておい

てほしいということです。

消防力の不足を市民パワー

で補う

西宮市消防局長

岸本健治

西宮市は設度7という激裳に見舞われながら最

小限の被害で止められた背最には、固い結束で結

ばれた市民の協力と不胴の精神で挑んでくれた西

宮消防団員の多大な働きがあったからです。 火災

発生件数は地裟発生から 7時までの間に22件、 3 

日間で41件を数えました。このうち再燃火災が6

件あり、初期消火が必要であった火災は35件です。

その8割の28件については何らかの形で市民が協

力し消火に当たったものであり、市民だけで消火

に成功したのも 4件ありました。消火後、すべて

の現場を見て回りましたら、ある火災現場では100

本もの消火器が転がっていました。みんなで力を

集めて何とかこの火を消そうという市民の強い結

束が感じられて、改めて感謝いたしました。

西宮市の消防力は、消防力基準からすると「署

第1f;i： 災塞現場からの戸（インタピュー）

所の充足率」 54%、「消防ポンプ自動車の充足率」

50%、「人員の充足率」57％と、いずれも基準を下

回っています。平成6年に26名を増員するなど消

防力の増強に努めていますが、消防団を含めた現

有消防力は平常時の災害に対応するためのもので

あると考えています。今回のような大規模災害に

至っては、現有消防力では対応しきれません。市

民の力が必要不可欠でした。地裟直後からたくさ

んの119番通報を受信しましたが、管制室員は「i肖

防車は全車出動しています。近所の人と協力して

対処してください」と応答しています。「消防は待

っていてもこない。自分たちの力で何とかしなく

ては」と市民は非常事態であることを理解し、団

結して消火救助活動に当たったのです。市内には

自主防災組織、婦人防火クラプ、防火保安協会な

どが組織されており、日頃の活動を通じて市民は

非常に高い自主防災意識を持っています。こうし

た市民が今回はリーダーとして活躍し、統一ある

行動で火を消したのです。

消防隊は「1火災現場に 1ポンプ」を基本戦術

として投入していきましたが、すべてには対応し

きれず、比較的被害の少なかった北部の消防署か

らボンプ車2台に応援させたのをはじめ、査察広

報車など、あらゆる車両に可搬式動カポンプを禾翡

載するなど臨時部隊を編成し、現場に投入しまし

t.:. ヽ0

今回、被害を最小限に食い止めることができた

要因と して、消防団と消防職員の連携が挙げられ

ます。消防職員と団員は日頃からポンプ操法等を

通じてコミュニケーションが図られています。本

市で一番大きかった広田町の火災現場では、先に

消火に当たっていた消防団に 2名の消防隊員が合

流し、お互い顔見知りでしたからすぐに協力体制

をとり、効果的な消火活動が行えました。防火水

槽の水がなくなれば土のうで川をせき止めて取水

し、その際、水管を国道に通しては車で破裂させ
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られるため、とっさの機転で橋の下を通しました。

国道に水管を通していたら、おそらくホースにト

ラブルが発生して現場はさらに延焼したと思われ

ます。消防団は地衷発生から 3日間は消火救助に

当たり、収束の目途のついた20日からは給水活動

に移行してくれました。その給水箇所も消防団で

なくてはできない、実にきめ細やかなもので、市

民にとても喜んでいただけました。

今回の誕災から得た教訓を糀として、必ずや今

後の消防に反映していく覚悟です。

人のあたたかさ、地展のむ

ごさ

兵窟県婦人防火クラプ連絡協譲会会長

（尼綺市婦人防火クラプ連絡協請会会長）

前澤朝江

兵庫県及ぴ近隣の婦人防火クラプ員の協力のも

と、今回被災された方々へ炊き出しの支援活動に

当たりました。炊き出しを行ったのは西宮と神戸

の2市。西宮は東エリアのクラプ員（大阪府、和

歌山県、愛知県、滋賀県、群馬県、精部町、福知

山市、兵廊県）が受け持ち、神戸は西エリア（岡

山県、広島県、山口県、兵廊県）のクラブ員が受

け持ちました。

寒いですから温かいもののほうが喜んでいただ

けると思い）］系汁を作ったのですが、予想した以上

に大勢の人たちが並んだため、材料が足りなくな

ることがありました。そんなときはクラプ員が近

所を駆けずり回って材料をかき集めました。

震災でどこも品不足です。やっ と青々とした野

菜を見つけたときには、ほんとうに涙が出るほど
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うれしかったものです。また「日本盛」さんにお

願いしたところ、投韮な酒粕を快く30kgも出して

いただき、私ども一同、本当に感激いたしました。

おかげさまで被災された方たちにとても喜んでい

ただくことができました。

神戸ではとてもつらい思いを しました。ここで

は3,000人ほど並んで、まさに長蛇の列でした。精

一杯の愛想を振りまいていますと、袖が象の鼻の

ようにプラブラした大きすぎるジャンパーを着た

小学校2年生くらいの男の子がいて、自分の分だ

け持って行こうとしますから、お母さんの分も持

って行くように言いますと、「お紺ちゃん、地震で

死んだんや」と言います。胸が詰まってしまって、

その子を元気づけるつもりで「だったらお父ちゃ

んの、持っていき」そう勧めると、後ろに並んで

いた奥さんがその子に代わって、ふた親ともこの

地裳で死んだと教えてくれました。私はもういた

たまれない気持ちで鍋の中からお肉を取ると、こ

れはお母ちゃんの分、これはお父ちゃんの分。ニ

人の分も食べて元気になってよと励ましま した。

えこひいきするなと文句が出るかとも思いました

が、だれもそんな声をあげる人はありませんでし

tヽヽ
0

今回の地設で親を失った子が随分いるのではな

いでしょうか。支援活動が終わってから一人のポ

ランティアとしてその子を訪ね、汚れ物を家に持

って帰り、洗ってあげました。 頼まれればその子

のまわりにいる方たちの洗湘物も預かったのです

が、人が多くなったのでだれのものか分かるよう

に色ちがいの糸をくくって目印にしました。

有馬街道から三田に出て福知山線で尼崎に1屈っ

てくる日々が12日ほど続きました。震災の傷が癒

え、子供たちがすくすくと明る＜育ってほしいと

願わずにはいられません。



組織のネットワークづくり

を

神戸市北区婦人消防隊連絡会会長

藤原孝子

北区には地区ごとに組織された婦人消防隊が6

隊あり、 17日の地震発生当日から家のお米を持ち

寄っておにぎりの炊き出しを行いました。作った

おにぎりは災害対策本部、消防団によって現地に

届けていただきましたが、 2月からは冷たくなっ

たおにぎりを提供するより、現地で調理した温か

いものを被災した方たちに召し上がっていただこ

うと、 1日の生田小学校を皮切りに現地炊き出し

を実施してまいりました。

炊き出しといえば大人数ですので、 t貰れないと

どのくらい材料を用意すればいいかがつかみにく

いものです。今回、何度か現地で炊き出しをさせ

ていただきましたが、さしたる混乱もなくスムー

ズに行えた裏には、平成元年の 「北区婦人消防隊

結成記念大会」で行った600食の炊き出しの経験が

生かされたのだと思います。現地に入ってから材

料が足りなくて右往左往するようなことはなかっ

たと思います。そのかわり被災された方たちは生

野菜も欲しがりますので、そして差し上げるとと

ても喜んでいただけるものですから、ついついあ

れもこれもと出しすぎてしまって、気がついたら

残りが少ないということはありました。

おにぎりは索手で握ったほうがおいしいですし、

こちらの「頑張ってくださいね」という思いも伝

わるのではないかと思い、みんなラップなど使わ

ず手を真っ赤にさせながら一生懸命、握りました。

第1蹂 災雹現場からの）ii （インタピュー）

現地での炊き出しで心掛けなければいけないこと

は、「やってあげている」という態度や言葉づかい

です。こうした態度が被災した方たちにちょっと

でも伝わりますと、反発されてしまいます。私た

ちは「一緒に頑張りましょう」という 言葉を添え

て手渡しました。

今回の姦災ではライフラインは途絶え、梢報も

不足しました。とりわけ情報不足が痛手だったと

思います。これからも神戸に限らず、いつどこで

どの町が災害に見舞われるかもしれません。その

とき速やかに支援の手を差し伸ぺられる、あるい

は協力して支援できるネットワーク作りが必要だ

と痛感しました。いま、そうした反省から同じ兵

庫県の佐用郡婦人防火協議会と交流を図っていま

す。こうしたネッ トワークが兵廊県全域に広がる

ことを願っています。ちなみに1,000食分の材料は

次のとおりです。

〇おにぎり ＝白米80kg

〇豚汁＝味噌23kg、大根35本（約35kg)、豚肉15

kg、にんじん 8kg（約30本）、ちくわ50本、コン

ニャク40枚、油楊げ40枚、その他白菜、ゴポウ、

里芋、サツマ芋、ネギなど各10~20kg

〇ぜんざい＝小豆24kg、白玉粉18kg、砂糖19kg

企業と住民が一致協力して

延焼を防ぐ

三ツ星ペルト株式会社専務取締役

松本徳義

長田地区は咄段から火災の多い地区であります

ので、可燃物を多く扱う当工場としては地域保全
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の目的から、火災に細心の注意を払ってきました。

また、長田区防火協会の理事を務める当社会長の

自社工場から絶対に火を出してはならないという

固い滋志のもと、従業員への火災に対する啓蒙を

行うとともに工場内に自衛消防隊を組織して、火

災の予防、｝肖火訓純及び全社員による避難訓練を

定期的に実施しています。こうした実紐から防災

意識の高い企業として以前から高い評価をいただ

いています。

当工場の従業員はしたがって自衛消防隊に入っ

ていなくても最低限、消火器は扱えますし、消火

栓の取り扱いもできるよう訓練されています。実

際、自衛消防隊は過去10年間に工場外でも 7回の

出動経験があります。また、男子社員は出張など

で外出しがちですから、女子従業員の消火訓練に

も力を入れています。さらに 3年前からは全従業

員が応急手当てをマスターすべく 、神戸市主催の

購習会に参加しています。

地裳発生直後、「家（工場東側の住宅）が火事で

どんどん燃えている」と住民が駆け込んできたの

で、直ちに夜間勤務に就いていた従業員2人でポ

ンプ車（可搬式手押しポンプ車）を出動させまし

た。 工場の地下水槽から水を取り、ホースを延長

して消火活動に入るとともに、ほかの従業員も応

援に駆け付けて、さらにもう 1台のポンプ車を出

し、こちらは市の防火水槽から水をとって消火に

当たりました。消火活動中、送水でパンパンに張

ったホースを移動させるのは大変な作業です。そ

のために 1本のホースを従業員と地元住民とが協

力して移動させ、それこそ必死で消火に当たった

のです。眺めている人などなく、女性も一生懸命

ホースを引っ張ってくれたり、自分の家からバケ

ツを持ってきて、ホースから漏れた水を汲み消火

に当たるなど、住民と企業が一1本となってあの大

火災と格闘したのです。その結果、隣家への延焼

は拡大せずに消火することができました。
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今回の裟災で幸運だったのは、工場内にある井

戸を消火水利としての整備を終えていたことでし

た。工場内には工業用水として200tの地下水槽が

設臨してありますが、これだけでは水利不足と考

え、 工場内にある井戸を昨年10月、 5 kg/cm’の圧

カで水が出るよう整備した矢先のことだったので

す。今回、 この井戸は実際に6時間使用でき、し

かも不思議なことにすぐまた満水状態に戻ってい

ました。この井戸がなかったら、この地区の火災

を鎖火させることは不可能だったでしょう。

その後は当社の体育館を避難所として開設し、

400名ほどの近隣住民の方に避難してもらい、誕災

当日から炊き出し活動を実施しました。これは5

月のゴールデンウィ ークまで開設していました。

この大誕災で自社も被災し大きな被害を受けまし

たが、あとから「その節はどうもありがとうござ

いました」と住民の方から声をかけていただくな

ど、地域に貢献できたこと、住民との絆が深ま っ

たことのほうが何よりも嬉しいことです。



婦人消防隊にいたからこそ

大きな力に

神戸市北区道場婦人消防隊隊長

山元恵美子

私たちの町は幸いにもさしたる被害はなく、す

ぐに電気も復旧しました。しかし、テレピに映し

出されている神戸の街は、身の凍るような惨状で

した。のんびりテレピなど見ている場合ではない。

婦人消防隊として被災された方たちに、また現場

で懸命に消火救助活動している消防隊の方たちの

ために炊き出しをしようということになり、急ぎ

準備を始めました。小学校のPTAにも声をかけま

すと、ぜひ手伝わせてほしいという女性が大勢集

まり、町全体がひとつになった気がしました。そ

れぞれお米を持ち寄って、ご飯を炊き、みんな心

の中で「頑張って！ 頑張ってね」と祈りながら

握っていたと思います。園児 ・児箪の励ましのメ

ッセージと折り紙をおにぎりに添え、北消防署を

通じ避難所へ送っていただきました。後日「力に

なりました」という返事が小学校に届いたときは、

無性にうれしかったですね。

3月13日にはぜんざいを出しました。北区は農

家が多いですから小豆の菩えはありますので、集

めてみたら30kg近くにもなりました。分担して前

日に圧カガマで炊いておき、翌日現地に入ってか

ら水を入れ砂糖を入れ、希望に応じて臼玉粉かお

もちを入れてあげるのです。お年寄りはおもちが

のどにつかえやすいので、どうかなと思いました

けれど、おもちがいいとおっしゃる方が実に多い

んです。ゆがいてお出しするんですけど、おもち

第 13位 災宵現場からの声（インタピュー）

の注文が圧到的に多いので、なかなか追いつかな

いということがありました。

現地で炊き出しをするときは蔀美な服装は1真み、

化粧は控えるよう 全員で申し合わせました。困っ

たことはトイレの問題です。炊き出しをするとい

うことはその分、避難所を汚す人が増えるという

事実があります。被災された方たちを支援すると

いう情熱だけではポランティアは成立しないので

はないでしょうか。する側に相手の気持ちを察し、

負担をかけない努力を払えてこそ成立するのだと

思います。 一人ひとりではたいした力になれませ

んが、こうして婦人消防隊に入っていたからこそ

組織だった支援活動に参加できたのだと思います。

消防団に支えられた炊き出

し

神戸市北区淡河婦人消防隊隊長

小 西博子

2月になって現地で炊き出しをすることになり

ましたから地域の隊員の人たちにそう 言いますと、

みなさん段ポール箱にいっぱい野菜を持ってきて

くださいました。豚汁にする材料は前日に切って

用意していたのですが、いただいたそれらの野菜

を梢載車に梢みますともうそれこそ山のようでし

た。でも、そんなにたくさんあった野菜も、避難

所の近くを回りましたら15分か20分くらいで、ア

ッという間になくなりました。あのころは新鮮な

生野菜がまだ十分にない時期でしたから、本当に

被災された方たちに喜んでいただけました。涙を

流して喜んでくださるものですから、次の炊き出
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しには家にあるもの全部かき集めるようにして持

っていったりしました。

現地で炊き出しをしていますと、なかには家に

動けないお年寄りがいるから、おにぎりをもうひ

とつもらっていけないかしらとおっしゃる方もい

ます。そんなとき、「1人2個に決めてますからダ

メです、また後ろに並んでください」とはとても

言えません。被災された方たちのことを思ったら、

差し上げるのが私たちの務めだと思います。足り

なくなりそうなら、またお米を持ってきて炊けば

いいくらいの気概を持って、精一杯、支援活動を

いたしました。

今回の裟災を顧みますと、各家庭で3日間は何

とか食べられるだけの食料を、普段から用意して

おくことがとても大事なんだということを知りま

した。いままでは何かあったら裏の畑に行って野

菜をひっこ抜いてくればいいや。そう安易に考え

ていましたけれど、災害は予測できない事態が生

じることを痛感しました。また、炊き出しについ

ても消防団のバックアップがなければできなかっ

たと思います。梢載車で材料の収集に回ったり 、

長田消防署や区の災害対策本部へ作ったおにぎり

を搬送していただいたり、とてもスムーズに支援

活動ができました。常日頃、消防団との連携を図

り、理解を得られたからこそ実現できたことだっ

たのではないでしょうか。

P
・
 

災害時にはポジティブな情

報を

六甲アイランド病院救怠部長

切 田 学

六甲アイラン ド病院は約250床の総合病院であ

り、通常、医師36名、看護婦約240名が勤務してい

ます。地裳発生時は六甲アイランド内の自宅にお

り、まず家族の無事を確認してから急ぎ、病院へ

向かい、 6時20分ごろに着きました。

既にけがをした島内の人たちが20人ほど救急外

来に来ており、自宅から持ってきた懐中危灯で傷

の程度を確認しながら、患者に処置優先順位を示

す赤や黄色などのトリアージタッグ、これは中蔀

航空機墜落事故を契機に自製したものですが、こ

れを付けてもらいました。 7時ごろ、 DOA（心肺

機能停止状態）の患者が1人迎ばれて来たのを機

に、それから 1時側の間に立て続けに7人のDOA

の患者が運ばれてきました（最終的にDOAは9

例）。すべて島外から迎ばれた患者であり、六甲大

栢が通行可能であることを知りましたが、不思議

と救急車が来ません (17日は12時ごろと21時ごろ

の2回のみ）。救急隊員の多くは六甲大橋が落ち

た、あるいは通行不能と思ったのでしょうか。水

道、電気、ガスなどのライフラインは途絶えまし

たが、＇i彫気は17日の17時ごろに回復しました。

当日の参集状況は医師20数名、看護婦100名ほど

であり、この人員で165名の救急患者の診療を行い

ました。この医療スタッフでは、間違いなく診療

できるぎりぎりの数だったと思います。 X線、超

音波、血液検査ができない状態でしたから、スタ

344 



ッフのだれもが手術を要する誼症患者は受け入れ

られないと感じていました。こんなときだからこ

そ、1人でも多くの患者を診てあげたい。しかし、

検査、高度医療機能を失ったという現実。その狭

間で多くの医師が、看護婦が強いジレンマを感じ

ていたと思います。

4日目の20日の夜、大阪市立総合医療センター

から患者を受け入れるとの辿絡が入りました。「重

症であろうと軽症であろうと、どんどん送ってく

ださい。ヘリポー トがありますから、ヘリコプタ

ーで搬送してください。貴任もって処箭します」

その言葉にどれだけ勇気づけられたことか。大病

院のバックアップが得られると分かったときの安

堵感。とても心強く感じられました。

今回の震災で強く感じたことは、どこそこの病

院は倒壊した、機能していないという情報は入っ

てくるのですが、機能している病院、受け入れて

いる病院の梢報がありませんでした。緊急時には

ネガティブ（否定的）な情報だけでなく、そうし

たポジテイプ（肯定的）な梢報こそが望まれると

思います。また、医師全般にいえることだと思い

ますが、災害医療の知識と技術をもっと認識し、

学ぶ必要があるのではないでしょうか。ヘリコプ

ターによる搬送訓練やその要睛の仕方などは、い

ざという時のためにぜひ事前に訓練しておきたい

ものです。あわせて広く住民に応急手当てを将及

し、災害医療の概念を認識してもらう必要がある

と考えます。

今回、最も恐怖を感じたのは、 2日目の18日に

六甲アイランドから北西に約500mほどしか離れ

ていないLPG（液化石油ガス）タンクでガスi届れ

が発生し、爆発の危険があるため周辺住民に避難

勧告が出されたときでした。ガス爆発は免れ、避

難勧告は解除されましたが、外部医療スタッフの

応援もなく、十分な梢報もないため、この時ばか

りは孤立感が募り、不安な 1日を過ごしました。

第1鉗 災寮現場からの声（インタピュー）

被災地内における医療拠点

として

神戸大学医学部付属病院救急部長

石井昇

地裳発生直後、私は車で病院に向かったのです

が、カーラジオで神戸西市民病院がひどい損壊を

受けていること、ポートアイランドの神戸大橋が

被害を受け遥行止めになっていることを聞き、大

災害時に医療拠点として機能すべき神戸中央市民

病院が機能できないのではないかと察知しました。

今回の誕災では梢報網、交通網がほぽ寸断されて

しまい、医療の面でもこうした状況に大きな痛手

を被りました。緊急を要する患者を運ぴたくとも

道路はひどい渋滞ですし、情報が乏しいですから、

どの医療機関が機能しているか、逆に機能してい

ないかがつかめないのです。神戸市衛生局でも惜

報収集が遅れたのではないでしょうか。

地震発生の翌18日の9時、病院内各部代表者が

集まって緊急会議を開き、今後の患者の受け入れ

体制についての審議をしました。建物には大きな

損傷はなく、医師や希護婦などのスタッフも何と

か確保できました。ライフラインについては、電

気は地震発生後、傍・'遁したため自家発電に移行し

てその後通常の状態に復服しました。水は断水し

ましたが給水タンク分で夕方まで賄い、当日の夜

給水車や近隣の病院から救援物資が届いて何とか

しのぎましたが、ガスは止まったままでした。し

たがって、診療検査機器も X線単純撮影、 CT撤

影、緊急の血液生化学的検査ー式が使用可能であ

り、また 3つの手術室が使用可能であることから、
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病院として十分機能しうると判断しました。また、

救急患者を可能な限り受け入れるため通常の外来

診療は休止し、ここが被災地での医療拠点となっ

て1人でも多くの負傷者を受け入れ、治療する責

任があると考え、救急診療に当たることにしたの

です。

しかし、いまにして思えばもっと多くの患者を

処置できたのではなかったろうかと反省していま

す。当院ではまだ患者を受け入れられるのに、そ

の情報を外部へ有効に発信できなかったのです。

そのため規模の大小にかかわらず、 一部の医療機

関に患者が殺到し、適切な治療ができなかったの

ではないでしょうか。また、救護班をつくって診

療所や避難所などに支援に回ることもできたはず

です。こうした大規模災害時には情報の発信と伝

達システムの構築、また確実な設備の整備が必要

であることを痛感しました。さらに、被災地が全

く機能していないことを前提とした支援体制、特

にヘリコプターの活用も必要であることが分かり

ました。神戸大学付屈病院はよくやったと評価し

ていただいていますが、私個人は悔やむことが

多々あります。

自分の目で現場を見て何が必

要かを判断することが大切

（当時）神戸大学医学部付属病院看護部長

新道幸恵

希護部長としての立場から今回の設災で絶えず

念頭にあったことは、自分たちも被災したにもか

かわらず、それでも看護に当たらなければならな
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いナース（希護婦）たちに、いかに気持ち良く働

いてもらうか。その一点に尽きます。なぜかとい

えば、ナースたちが辛さを顔に出していたらケア

（治療）になりません。ナースの笑顔が被災した

患者さんたちのケアにつながるのですから、私の

仕事は彼女たちが全精力を傾けて働けるようパッ

クアップすることにあり、そのための人的、物的

支援に全力を尽くしました。

地裟発生当日、当院では約400名弱の救急外来が

ありました。これは通常ですと 1カ月に引き受け

る数なのです。ライフラインも途絶えていました

から、看護以外の仕事、例えば病院内の掃除から

ベッドメーキングまでナースが一手に引き受けて

やりましたし、地下にある布団をエレベーターが

使えないものですから階段で運ぶというような力

仕事も随分してもらいました。

ナースたちも家のこと、家族のことが心配でし

ょうから、もちろん帰してあげたいのは山々なの

ですが、病院に出てきたナースを焔したら、翌日

また出て来られるかどうかも分かりません。後で

思えば随分残酷なことをしたと思うのですが、全

員残ってもらい、継絞して業務についてもらいま

した。問題は宿泊する場所ですが、会議室を 2つ

空けてそこをナースの仮設宿泊所にしました。

緊急事態ですから、 しばらくはナースには無理

をいい、我悛してもらってしのぎましたが、いつ

までもそうした状態で働いてもらうわけにはいき

ません。できることは改善して負担を軽くしてい

かなければなりません。 1つには通勤の問題。毎

朝 3時ごろに起き、 4時間かけて歩いて通うナー

スがいました。地誕当日、 12時間かけて歩いてき

たナースもいます。いつまでも彼女たちに無理を

強いるわけにはいきませんから、院内会議の席で

シャトルバスを出してもらえるようお願いしまし

た。朝と夕に新神戸、板宿、須磨、西宮から出る

ことになり、ずいぷん通勤が楽になりました。も



う1つは勤務状態のこと。もう、とうに限界にき

ていましたから、なんとしてもナースを休ませて

あげたい。そんなときポランティアの申し出があ

りました。しかし、ナースならだれでもというわ

けにはいかず、仕事内容をその都度指示しなけれ

ばいけないようでは逆効果です。そこで、とても

オリエンテーションはできないと初めに話してお

き、臨床経験5年以上の人という条件をつけて派

造していただくことにしました。

今回の震災のようにマニュアルがないときには

自分の目であらゆる現場を見てその都度判断をし、

解決していくことがとても大切だと思いました。

現場を見て、いま何が必要なのか。そのためには

どうすればいいのか。きちんと自分の目で見て指

示を出すことがとても重要なことだと痛感しまし

た。

国民一人ひとりが応急手当

てのマスターを

兵庫県立西宮病院救怠医療センタ一部長

小林久

今回、阪神大震災を体験した一人の医師と して、

私はこうした大災害II寺の対応策として、次の 4点

を挙げたいと思います。

① 基幹の救急病院間及ぴ消防機関との間にホッ

トラインなどの通信網を設晋すること。

② 医療スタッフと医薬品を完備した広域ヘリコ

プター搬送システムを確立すること。

③ 災害時に備えて医療品の備菩と迅速な補充体

制を実現すること。

第 1:l':i: 災雹現場からの声（インタピュー）

④ 避難所にいる匝症患者の搬出と救護活動を早

期に開始すること。

通信の手立てが失われると、我々は全く無力に

陥ることを今回の衷災は教えてくれました。私も

地裟発生から 2時間後の 8時前に当院に沿き、大

阪の救命救急センターに電話をかけたのですが、

午前中は全く通じませんでした。もちろん、被災

地のなかでも危話は通じません。孤立無援の状況

であると理解し、個々の病院で対応せざるを得な

いと此悟しました。

今回、緊急に救命処甜を要する挫滅症候群が多

発したにもかかわらず、各医療機関は診療機能が

著しく低下し、救急医療活動に限界が生じていま

した。大渋滞している道路事情を考應しますと、

こうした状況下ではヘリコプターによる搬送が最

も有効であると考えられます。当院では挫滅症候

群の患者が9名迎ぴ込まれ、そのうち6名をヘリ

コプターで搬送することができ、一命を取り止め

ることができました。特に17日には骨盤骨折、挫

滅症候群でショック状態の患者を当院からヘリコ

プターで大阪大学病院に1般送でき、これは17日で

唯一の搬送例となりました。

また、これは20日に避難所で診察したポランテ

ィア医師から聞いた話ですが、避難所にも入院し

なければならない患者がかなりいたということで

す。そうした、患者の多くは自分よりもっと悪い人

がいると思って我悛をし、医師が来てくれて初め

て診察を希望したとのことです。今後は避難所に

いる患者への迅速な救急医療活動も重要な課題で

あると認識しました。

より根本的な対策として一点、提案させていた

だきますと、自動車免許の取得に際して、人工呼

吸や心臓マッサージなどの応急手当ての習得が義

務づけられるようになりましたが、大災害時にだ

れもが適切な処罹をできるよう、またより広く国

民に習得してもらえるようにすべきであると思い
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ます。より高度な救急医療を考えると、救急救命

士に医療行為を認めるなどして、早急に救命率を

高めていく方向に進む必要があると思われます。

今回、特に印象深かったのは、消防団が一生懸

命、患者を次々搬送してきたことです。 当院では

これ以上引き受けられないと告げても、何とかし

てほしいと必死の形相で穎み込んでいくのです。

一人でも多くの命を助けたいという、彼らの熱意

に胸を打たれました。

大切なことって、なんだろ

ぶつ

神戸大学医学部付属病院

集中冶療部副著護婦長

小 田 千鶴子

裟災前日が当直明けでしたので、長田区の自宅

で地姦に遭い、 しばらくして起きた近所の火事で、

私の家も焼けてしまいました。長田が次々に燃え

ていくのを見て、これは大変なことが起こったと

思い、急いで病院へ向かいました。

歩いて行きましたので、病院に培いたのは朝8

時ごろでした。救急外来も受け持っていますので、

初めはそちらへ行きましたが、そのとき既に外傷

を受けた患者さんが廊下にもあふれているような

状態でした。救急外来の処置室の中には亡くなら

れた方もいましたし、 2人同時に召呆生を受けてい

るような状況でした。処骰室の外には頭や腕に外

1蒻を負った人が待っており、大けがをしている人

が多かったのですが、患者さんたちはバニックに

なるようなこともなく、むしろ整然といった感じ

で静かに治療を受けていました。

とはいっても17日の救急患者は400人近くもい

ましたし、そのうち67人が入院したのですから、

病院の中は非常に慌ただしく、混乱もしていまし

た。病棟の看護婦も救急に集まってもらい、石護

婦全員が救急外来に集まったような観がありまし

た。当直の行護婦は病院がそれほど損壊していま

せんでしたから、ひどい外1蒻を負った患者さんが

次々に運ばれてくるのを見て、ひどくショックを

受けたと思います。

看護婦のなかには部署の違いから勝手が分から

なくて戸惑った人もいたと思いますが、だれかに

.{i}.ねて煩わせるようなこともなく、自分で考え、

判断して行動していたようです。決してスムーズ

に働けたというのではないのです。'tnれていない

ながらもこれまでの経験をすべて生かして総動員

して、一人ひとりが一生懸命に働いた、そんな印

象を強く感じました。

DOA（心肺機能停止状態）の患者さんが多く、

私はほとんど召呆生の介助に当たっていましたが、

治療を待っている患者さんがたくさんいるので蘇

生の可能性が低い患者の処謹をやめるときに心を

痛めました。また、次々に運ばれてくる忍者さん

に対応するので精一杯でしたから、身元確認まで

はどうしても手が回りませんでした。これは反省

点だと思います。でも、あのときは本当に患者さ

んの処散に追われるばかりでしたし、患者さんを

運び込む人が必ずしも家族ばかりとは限らなかっ

たのです。どこのだれとも分からないけれど、救

出し、病院へ運ぴ込んだのですから。

個人的なことをいいますと、私は好きで看護婦

になったのですから、今回の震災で1人でも多く

の被災者のために全力で看護に当たれたことを、

とても賠し＜思いました。人からよく「大変だっ

たわね」と言われますが、少しも苦労だなんて思

いませんでした。

また、私自身も家をなくすなど、この誕災で様々
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な体験をしました。そのせいか価値観まで変わっ 府県の救護班に届いたものをそのまま避難所へ輸

たと思います。家や家具や大事にしていたものな 送してもらうような状況に陥りました。しかし、

んて、アッという間に焼けてなくなってしまうん 初めはその応援部隊も地理が分からないため輸送

ですね。でも、家族は無事でしたし、仕事もあり 作業に手間どってしまいました。

ます。物はなくなっても人間なんとかなるものな 17日当日と、翌日まではそれでも良かったので

んだということが分かりました。これまで少しぜ すが、 3日目ともなりますとさすがに物査にだぶ

いたくだったような気がしています。 つきが生じてしまいます。被災者の 「なんだ、ま

た同じものか」という苦情も聞こえてきます。 1.u

と梢まれた物査を仕分けする作業は、限られた人

救援物資の輸送はまず被災 数ではとても対処しきれません。東京の本社に梢

地に打診してから 報拠点になってもらい、いま望まれている物資と

日本赤十字社兵底県支部事務局長

荻野賢治

日本赤十字社は緊急災害時においては医旅面と

ともに救援活動の拠点としての役割を担っていま

す。今回の裳災においても救援物査が被災地へ輸

送されてくるのはとても早く、 17日の夕方から10

tトラックで束京本社及ぴ企業から水、消涼飲料

水、食料品などが私どもの兵即支部に大紐に届け

られました。

しかし、前例のない大災害の上、関西には地裳

がないという油断があったため、救援物資の受け

入れ態勢が全く未整備な状態でした。 トラックが

支部の建物に横づけされて大批の物衰が道路上に

租み上げられるのですが、これを被災された方た

ちに向けて適切に搬出できるまでにはしばらく日

数がかかりました。混乱の原因を考えてみますと、

1つには人員の不足が挙げられると思います。事

務局には30人の職員がおりますが、当然職員も被

災者であり、また全員で物査の整理にかかってい

るわけにもいきませんから、輸送してくれる都道

数批をファックスで伝えるのですが、辿絡が密に

いかないこともあって望みどおりの物査が手に入

らず、逆に差し迫って必要ではない物査が大乱に

届くというような状況も多々ありました。

また、雨が降れば物査がいたみますので保管場

所にも苦胞させられました。迎よく21日から中央

労働センターに附かせてもらえることになり場所

の確保はできたのですが、道路から奥まったとこ

ろにあるためlOtトラックでは出入できず、そのた

めいったん小型車に梢み替えるという余計な手間

が生じ、1台の トラックに禾翡み込むのに2時間か

ら3時間かかってしまいました。海運会社からフ

ォークリフトを貸していただき、それで作業でき

るようになったときは、時間と労力がいっぺんに

解消でき、本当に助かりました。

このような状況下では被災地では何が望まれて

いるかを正確に伝達することが、なかなか難しい

ことを今回の震災は教えてくれました。過去に例

のない大災害でしたから、救援物衰ひとつとって

も大混乱をきたしたわけですけれども、これを良

い教訓として物資の支援体制をきちんと整備する

必要があることを痛感しています。一つには被災

地に何が欲しいかを打診することが大切だと思わ

れます。なにもかもいっぺんに送られると、その

処理が被災地の負担になり逆効果です。また、被
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災地は機能していないという前提で、被災してい

ない隣県が支援活動のリーダーシップをとるのが

ベストであると思われます。さらに血液の輸送な

ど、緊急時に交通渋滞のなかを支隙なく走行でき

るオートバイを活用した「赤バイ」 の存在は、大

変費重です。今回、この赤バイがなかったことが

悔やまれます。

被災者の生活と学校教育の

狭間で

（当時）神戸市立生田中学校長

和 田耕次

今回の震災で学校が避難所として活用されまし

たが、校長という立場から私は 2つの点に苦應し

ました。 一点は避難所での生活をいかに円滑にし

ていくかということ。もう 一点は学校ですから当

然、生徒のこと。とくに3年生は進路の問題が差

し迫っている時期でしたから、なおさらでした。

誕災当日、神戸生田中学校には約800人（夜にな

ると1,000人になり、翌日は1,300人。一番多いと

きで21日の2,200人）が避難してきました。初めは

体育館を開放していましたが、体育舘は500人も入

れば一杯ですので、以後は空き教室や格技室も開

放して対応しました。しかし、避難所として被災

者を受け入れなければならない反面、授業を再開

する際の教室を最低限、確保しておかなければな

りません。その狭間で随分苦應しました。

また、非常時とはいえ弱い立場の人たちへの配

應を忘れてはいけません。お年寄りが2、3階に

いたのでは階段の上り下りが大変ですし、病人も
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います。なかには生後1週間ほどの乳児を抱いた

お母さんもいました。こうした人たちの負担を幾

分たりとも軽くしなければなりませんので、特別

に部屋を用意し、乳児にはいつでもミルクが作れ

るように電気ポットを箇いたりなどしました。

ほかの学校では校長先生自ら避難所の運営に当

たったところもあったようですが、私は自治会組

織に運営をお任せするのが良策であると考え、も

っぱら避難所の環境而に気を配るようにしたので

す。例えば、冬ですからどうやって寒さをしのい

だらいいか、あるいは水をどう供給するかなどの

ことに腐心していました。また、先生方には授業

の再開を念頭に甜き、避難所の運営の補助をお願

いしました。しかし、先生方も被災者ですから、

自宅の心配のほかに避難所のこと、さらに生徒が

無事であったかどうかの確認のために毎日方々の

避難所を駆けずり回り、大変な苦労があったと思

います。その結果、 生徒1人の死亡が確認されま

した。 1月23日に3年生への補習授業を再附し、

2月1日に正式に全校の授業を再開しましたが、

以前から「新しい教育とは自ら学ぶ力をつけるこ

とだ」と教えてきましたので、「とても勉強のでき

る環瑳にないけれど、いまこそ本校の教育が試さ

れるときだ」と生徒を励ましました。

避難所で特に印象深かったのは、消防団の活躍

ぶりです。運営組織のリーダーとなって、円滑な

避難所運営に尽力されたり、プールの水を高架水

槽に上げトイレを使えるようしてくれました。ま

た、応援隊車両の先森をするなど、実に籾力的に

働いてくださいました。消防団組織が都市部でも

脈々と生きていたことを再認識するとともに、大

変心強く思いました。



一人ひとりの消したい気持

ちがバケッリレーに

神戸市長田区西代戸崎自治会

連合協騎会副会長

三宅 仁

簡単に位罹関係を説明しますと、長田区の戸崎

通と西代通の周辺は碁盤上になっており、右上に

戸崎通2丁目、 左上に戸崎通3丁目、右下に西代

通 3丁目、左下に西代通4丁目があります。丁目

の間には約7mの市道が走っています。また、戸崎

通の北には山陪電鉄が走り、西代通の南側には国

道神戸11n石線が走っています。

地裟直後、西代通4丁目から既に火の手が上が

っていました。しかし、そのときはまさかこんな

大火災になるなどとは想イ象もしていませんでした。

運の悪いことに電気が復旧し、その際に火災が発

生したケースもあったようですし、漏れていたガ

スに引火したケースもあったようです。そうした

ことが重なり、時間の経過とともに火災は北上し、

また西の方からも火の手は迫ってきており、その

日の午後5時すぎでしたか、とうとう 戸崎通3丁

目に火は燃え移ったのです。我々はなす術もなく

ただ火が燃え広がるのを眺めているだけでしたが、

しかし、このままではいけない。倒壊した家屋の

下には、まだ埋まっている人もいます。何とかし

なければ。そんな気持ちが町内の住民のなかに広

がって、自分たちでこの火事を何とかしようと気

持ちが一つになったようでした。

消火栓をひねっても水は出ませんでした。だれ

かの声で近くに防火水槽があることに気づき、重

い藍をこじあけると水が入っていました。住民が

第1章 災害現場からのy.I（インタピュー）

それぞれパケツなど持って集まり、ロープの先に

バケツをくくりつけ、 一人が中の水をすくい次々

にパケツを渡していったのが、やがてバケッリレ

ーとなったのでした。蔽初は5~ 6人で始めた作

業も最後には総勢200人ほどになり、燃え上がる戸

崎通3丁目の消火に当たりました。そのとき、み

んな必死でした。声を枯らして通行人に協力を呼

ぴかけたりもしました。随分たくさんの人が集ま

ってくれました。そのなかには既に焼け出された

人や町内とは縁もゆかりもない人もいて、力を貸

してくれました。うれしかったですね。あとにな

って分かったことですが、防火水槽から水をすく

っていた方は若いお母さんでしたが、 3時間ほど、

たった一人で水を掻い出していたのです。これに

はみんな驚くとともに、とても感動させられまし

た。

また、こんなこともありました。 生き埋めにな

っている倒壊した家屋に火が移りそうだというと

き、その家屋の南側にあった米穀倉庫の持ち主が、

まだ焼けてもいないのに念廊を倒そうと決断され

たのです。屋根にロープを掛け、 50人ほどで綱引

きの要領で引き倒しました。そのお陰で生き埋め

になっていた人は、亡くなってはいましたが焼か

れずに救出されました。

こうした人と人の結ぴ付きがあったればこそ、

非常に初歩的なパケッリレーであの大火に立ち向

かうことができたのだと思います。それまで知ら

ん顧だった人も、あのパケッリレーからは会釈を

交わすようになりました。大変な被害をもたらし

た震災でしたが、唯一喜ばしい点は、そうした人

と人の心の結ぴつきが深まったことです。この自

治会も誕災前は100軒ありましたが、現在は30軒余

りで、活動は休止しています。しかし、徐々に戻

りつつありますので、平成8年春には再開したい

と思います。
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神戸商船大パワーで100人
以上を救出

（当時）神戸商船大学白鶴寮自治会会長

有田俊晃

ものすごい揺れを感じて目が此めました。寮が

停電してしまい、これは大変なことになったと直

感し、急いで中庭に寮生を招集させ人員点呼をし

ました。辿休明けのため約250名ほど集まりました

が、 幸い寮生にけが人はありませんでした。しば

らく中庭で待機してましたが寮棟も無事であった

ことから一時解散、 居室待機と したところ、「家の

下敷きになった人がいる」と叫んでいたので一緒

に行ってみると、幣きました。いつも買物に行く

近くの三和市場が倒壊していたのです。数人の寮

生が寝間者姿のままで救出に加わろうとしたので、

そんな格好では危険なのでいったん寮に戻り、作

業服、安全靴、防寒服、軍手を沿用し、それに懐

中電灯を用揺して随時、報告をするよう指示を出

し、現場へ向かわせました。また、救助のための

道具は寮のものだけでは足らず、消防署に行って

借りてくる指示も出しました。これが白鵬寮生の

救出活動の発端です。

救出活動に当たるに際しては、単独行動だけは

しないようにとだけ言いました。そのほかの細か

なことはみんな航海実習で体験していますので、

いちいち言わなくとも分かっているはずなのです。

はじめは市場での救出活動に没頭していましたが、

被害は広範囲にわたっていることが分かり、組織

的な救出活動の必要があると思いましたので、私

はいったん寮に戻りました。学生当直室を本部と
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し、自治会役員を招集し、会議を開いて様々な役

割分担を決めました。また、近所の被災された方

たちのために寮を避難所として開放することにし

ました。慌ただしく準備をしている側にも、救出

を求める人が何人も駆け込んできました。その都

度、寮生に招集をかけて現場に向かわせた結果が、

何人もの人を救助したことにつながったようです。

しかし、寮外で生活している友人の安否を確認し

にいっていた寮生から悲報が告げられるなど、随

分辛い思いもしました。商船大学では5人の犠牲

者が出てしまいました。

また、甲南病院と芦屋市立病院が機能している

と聞きましたので、救出したけが人を寮生の車で

病院へ運んだりもしましたが、幹線道路は大渋滞

のうえに細い道はいたるところで到壊した家に塞

がれていましたので、随分時間を戦やしました。

そこで、途中から寮にあったリヤカーでけが人を

運ぷようにしました。このリヤカーはかなり痙宝

しました。災災から数日たって救援物査が役所に

山梢みされていると1町きましたので、 リヤカーを

引っ張って束灘区役所まで食料をもらいにもいき

ました。



3月末まで寮を避難所として開放し、被災され

た方たちのお世話をさせていただきましたが、

我々はそれこそ何でもやったように思います。救

援物査の配給から、仮設 トイレの取り寄せ、避難

している方に電話を使ってもらうため10円玉をか

き集めて両替するなど、被災者のために何かでき

ることはとみんなで考え、行動しました。

結果的に寮生が辿携して100人以上救出するこ

とができ、高い評価をいただきましたが、我々と

してはごく 当たり前の行動をとったにすぎません。

廂船大生だから特別にできたとは思いません。普

段お世話になっている近所の人たちが生き埋めに

なっている、みんなで力を合わせてなんとかして

助けよう。そんな思いに動かされての行動でした。

被災者の自立を本当に支援

できるボランティア活動を

京都大学法学部学生

上田 敏晴

神戸で地裟があった日、私はナイロピでポラン

ティア活動をしており、急ぎ神戸に入ったのは10

日後の 1月27日でした。大学を1年間休学 して、

これまでにも雲仙将毀岳や奥尻島をはじめ、海外

にも出かけてポランティア活動に取り組んできま

した。そうまで私を駆り立てるのは、第 1にポラ

ンティアが好きだということであり、また、活動

を通じて私自身が社会勉強をさせていただいてい

るという理由からです。

今回は主に神戸中央区役所で約4カ月間活動さ

せていただき、避難所の運営をサポートすること

第 1:t,i: 災宵現場からの声（インタビュー）

が主な活動内容でした。具体的には各避難所の要

望をllfJいて回ったり、避難所間の情報交換の場と

して避難所連絡会を開いたり、また、各種情報を

6カ国語に翻訳したポランティア広報誌「中央か

わら版」の発行、在宅老人のケアとして福祉事務

所と辿絡をとるなどの活動が主体でした。そのほ

かにも夜間パトロール、救援物査の管理、炊き出

し、屋根のシー ト張りといったこともさせていた

だきました。避難所連絡会を開いたときには19カ

所の避難所から参加していただき、一日も早く復

興に向けて立ち上がろうと私のような者の揺見に

も耳を傾けていただき、とても感激しました。

神戸での活動や、これまでのポランティア活動

を通じて言えることは、災害発生から10日聞ほど

は応急処骰とでもいうべき力仕事がポランティア

活動の中心になります。それを境に避難所は生活

の場へと移行し、したがってポランティア活動も

被災者の自立をサポー トする形へと移行していき

ます。この端境期に、ちょっとした問題が生じが

ちです。

ある避難所にiiillから酒ぴたりの男性がいました。

お年寄りや子供たち、女性たちが一生懸命に水汲

みをしているのに、その男性は酔っ払っているだ

けで少しも作業をしようとしませんし、ポランテ

ィアをつかまえて「水、汲んでこい」と命令する

のです。話を聞くと、この裳災で2人の大切な息

子さんを失ったそうです。その悲しみをお酒で紛

らわせているのです。皆が働いているのですから、

その男性にも一緒に働いてほしいとは思います。

しかし、その男性の深い悲しみを、第三者である

私が本当に理解できるでしょうか。皆が働いてい

るから、あなたも働いてほしいとは言えません。

一日も早く気持ちを切り替え、自立に向かって立

ち上がってもらいたいと願いながら、私は男性に

代わって水汲みをしました。

行政は被災者を大枠でとらえ、全体枠での救済
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を考えます。それに対しポランティアは、もっと

小さな規模での個人対個人の関係で力になること

ができます。被災された方たちの声をじかに聞き、

いかにして要望に応えていくか。そこにポランテ

ィア活動の本当の姿があるように思います。いま

振り返ると、十分な仕事をしてこなかったような

気がしています。もっといろいろできたのではな

いだろうか。反省することばかりです。しかし、

神戸での活動を通じて得ることのできたものは計

り知れず、 tt璽な体験をさせていただきました。

一 日も早く神戸の街が復興し、人々が笑頻を取り

戻されることをお祈りしています。
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震災、

あの日を

忘れない

神戸市東灘消防団

神戸市兵庫消防団第 5分団長

神戸市長田消防団第3分団副分団長

神戸市長田消防団第7分団副分団長

神戸市北消防団長

神戸市北消防団

尼崎市消防団

西宮市消防団長

神戸市消防局束灘消防署

神戸市消防局長田消防署

淡路広域消防事務組合洲本消防署

そこに戦いがあった。

自然の破壊力に対して人間の力はあまりに

も脆弱だった。ライフラインや交通網の寸断

はあまりにも大きな痛手だった。しかし、混

乱と絶望の渦巻くなか、持っている知恵を絞

り出し、血と汗、そして、涙を流しながら、

我が身を顧みず敢然と戦いを挑み続け、懸命

の救助活動、消火活動に当たった人間達がい

た。巨大な自然の力と戦った彼らの活動体験。

志井 雄

田 中 行

東 繁

辻井武彦

吉 田孝

松本安弘

鍵田朝子

木嶋 巖

山下直樹

吉川 洋

Jll 渕千尋



第6紺 阪神 ・淡路大裟災を飯り返って

国際都市ミナト神戸に激震

神戸市東灘消防団

志井 一 雄

毎年 1月15日恒例の神戸市梢防出初式の祝辞の

なかの「災害はいつ起こるか分からない、市民の

生活と安全を守り ……」といった力強い言薬が私

の頭の中にまだ残っている。

ゴーという地嗚りとともに激しい縦揺れに製わ

れ、寝ていた身体が放り上げられた。時計や棚の

物、誼灯、テレピなどが落ちてきて、足の踏み場

もなかった。

しばらくして、 1裂中電灯を頼りに表へ出る。西

の南胄木方面から火災が発生 しており 、辿絡しよ

うにも机が倒れていて、屯話が本棚の下敷きにな

り使用できない。

車で東分団の車廊まで行くと、列車が踏切で脱

線、通れない。第三小学校前まで米て、 一瞬自分

の目を疑った。いつも遥っている道がない。家々

が全壊し、道を塞いでいる。 よく見ると、けがを

している老人が戸板に釆せられていた。私はすぐ

にその老人を車に釆せ、近くの市橋外科病院に迎

んだ。病院は、既にたくさんのけが人でいっぱい

だった。

病院を後に、急いで自宅に戻 り、のこぎりやパ

ール節を持って災害現場へと駆け付けた。途中、

ある家族の方から「玄閾口におばあちゃんが倒れ

ているので、助けてほしい」とのことで、家族と

ともに救出に当たるが、なかなか息うようにはい

かない。

そこで、ちょうど束分団の団員3名が加わり 、

なんとか無事に救出した。ホッとする1iりもなく、

その隣の家ではおじいちゃんが奥の間で下敷きに
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なっているとのこと。よく見ると、 2階が1階部

分を押しtiItしている。柱が倒れ、壁が落ちるなど

して、救出作業はスムーズに進まなかったが、無

事助け出した。その後、石田東分1可長と合流。分

団長によると、多くの住民が倒壊家屋の下敷きに

なっているとのこと。途中救出しながら、中野北

公園に団員が集まる。同l員たちはすぐさま、チェ

ンソーやロープ、ジャッキー、テコなどを用慈す

る。私は団且3名と分団車廊へ向かうと、車廊は

火の兄櫓に当たり、倒壊寸前といった状態であっ

た。シャッターを壊し、強引に車を外に出す。

やっとのことで、中野北公園へたどり舒き、け

が人をlP南病院へ搬送しようとするが、車が多く

て息、うようには走れない。

一方、大宅団員の弟一家 5人が瓦礫の下敷きに

なっているとのこと。急いで、I可且たちは現場へ

11.1]かい、柱や床板を取り除きながら、救出活動に

当たるが、返事がない。やっとのことで、 子ども

の足が兄えた。 しかし、冷たい。「大宅、すまん

が、リ））かる兄込みがない。諦めてくれ。こんなこ

とを言うのは、私もつらいが他の生き埋め現場に

向かう 」と、涙をぐっと堪え、それぞれの現場に

団具を向かわせた。

救出後、けが人を甲南病院へと迎ぶ。慌ただし

く時間が過ぎ、気がつ くと既に日が器れていた。

そういえば、朝から何も食べていない。中野北公

園に戻った後、近くの稲荷神をI：で食事をとる。夜

は件龍のため屯灯がつかないので、活動しにくく

なる。それでも、火災のないようにと、団員たち

は地区ごとにパトロールに向かった。

翌18Hからは、辿絡事務所を稲荷神社に移す。

そして 8時には、昨日の一家 5人が生き埋めにな

っている現場へ辿体を収容しに向かう 。全員で迫

体の掘り出しにかかり、無事収容。 トラ ックで、

迫体安附所に運ぶ。

落ち粋く間もなく、中町.2丁目の男性から「私



の家内が1階の居間で下敷きになっている。声を

掛けても、返事がない」との辿絡が入り、団旦が

現場へと向かった。現場に狩くと、 1階は完全に

押し沿され、 声を掛けても全く返事がない。間り

はII音く、救出作業は難しい。家族の方には気の甜；

だが、「llfjI」の朝一番に来ます」との旨を伝えて、

いったん引き拗げた。稲荷神社で遅めの夕食をと

っていると、中町2Tl':I付近で火災が発生したと

の緊急辿絡が入る。

「中町2丁目といえば、午後611寺ごろまで行動

していた場所、残念だ」との息いを胸に現場へ急

行。現場では第三小学校プールから送水しており、

延焼防止にf引闘中。途中、要玄寺川の流れをせき

止め、もう 1本ホースを延ばす。次第に水圧が低

くなり、プールの水が底を尽きはじめた。人兄彰

東灘ii’j防係長とともに、水のある場所を調ぺに行

く。本111南町スイミングスクールに向かうが、 I射

まっている。また、サティの防火水槽は距離が長

すぎる。息案に珠れていたとき、神戸薬科大学に

池があったことを思い出す。急速、薬科大学にI|i.

を走らせる。池には盟窃に水があり、事務局の方

にお頻いした後、応援の消防隊を要蘭'iする。 111員

は次々とホースを延ばし、長い下り坂、 ii」手幹線、

JR硲架下を通るなど、やっとのことで放水を1開始

した。ホースの数、延べ45本。長期戦の結果、翌

19日の明け方3時に鎖火。

そして、 20Elに再び、昨l」の火災現場に向かっ

たところ、残り火が隣の家へと迫っていたのであ

る。すぐに消火し、 二重の災難をなんとか防いだ。

ホッとするI：りもなく、森南Ill.［に場所を移す。倒れ

た家の前には、既に辿体が巡ぴ出されていた。迫

体をトラックで、神戸商船大学まで運ぶが時間が

かかる。運ぴ終えるときには、もう口が葬れてい

た。神社で夕我をとり、各地区ことに特戒に当た

る。このように、団員とともに関ll団長として災杏

現場で活躍できたのも、毎日、高井団長自らが自

第2究 災害現場からの手記

転車やバイ クにまたがり、巡視や激励、伝達など

を欠かさなかったお陰だと、感謝しております。

最後に、東灘消防@'I具やそのご家族等で亡くな

られた方に対し、ご冥福を祈るとともに、ご自宅

が全壊、半壊したにもかかわらず、災害活動に全

力を尽くしていただいた方に対し、厚く御礼申し

上げます。また、全国の消防職員や団員に対しま

しても、ご協カ ・ご活躍いただき厚く御礼申し上

げます。

地震が起きて

神戸市兵犀消防団第5分団長

田中一行

「ドン、 ドン」地の｝氏からの地喝り、「ユラ ユ

ラ」と左右の激しい裟動が早朝の眠りを此まさせ

た。この一瞬の出来事が後に多くの被害を生む大

裟災だとは、そのとき思いもしなかった。

私は、地誕発生後、すぐに枕元の受令機のスイ

ッチを入れ出動準備にかかった。 II寺間がたつにつ

れ、馬と署のやりとりから市内各所でただならぬ

事態が起きているのが察せられた。

まずは我が管内の状況を学握するため、バトロ

ールに出動することにし、副分団長と辿絡を取り

出発した。しかし、外はまだ瑚II音くあまりよく見

えなかったが、それでも日頃目にしている光散と

は全く述っていた。

大きな道路はまるで飴細工のように上下左右に

波を打ち、古い木造家屋がところどころで崩れ、

最も安全性の硲いといわれていた窃｝杓建物も、 一

部の所では途中階が陥没したり前後に條いていた。

海岸線では去年完成した防潮扉の基礎部がlm程

度陥没し、i11f.水が流れ込んでいた。

また、町の中で行き交う人逹も何か緊迫感が源
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第 6編 阪神 ・淡路大設災を板り返って

い、自分のことだけで梢一杯と言わんばかりの形

相であった。このため牲段よく気心の知れた人で

も、何か違和感を党えた。それでも、私逹を見つ

けると「消防さん、何してまんねん。この先のア

パートで人が埋まって皆で掘り起こしてまんねん。

早よ来て手伝って」と叫ぴながら近寄ってきた。

またある老人は「私は昭利13年の神戸の水害に見

舞われ、今度は地設でこのざまや、いったいどな

いしたらええんや」などと嘆き、通り過ぎていっ

た。その蔽中姥しかったのは、「消防さんご苦労さ

ん。何か用があったら手伝いまっせ」とよく声を

掛けていただいたことだ。このときほど住民の

方々から信頼されていることを実感したことはな

い。そして、囲員としての任務の直要性を痛感し

たが、このような広範囲の被害状況下は、限られ

た分団員ではどこから何を手をつけたらよいか判

断に迷った。しかし、そうも言っておれず、まず

は人命救助を第一に行うこととし、その作業に当

たらせたが訓練と述いいろいろな1if謹害や重批物も

多く作業は順調に進まなかった。それにもかかわ

い息いがした。

路上や空き地のあちらこちらで廃材等を燃やし

た後始末が、地震で断水していたため消火されて

おらず、これが元で火事にでもなってはと、心配

であったため、夜は22時から、飛び火と残火密戒

に当たりながら避難所を回った。時には知り合い

の人の安否を尋ねられ、無事だと分かると、周り

の人たちも他人事ではないように喜んだ。

その姿を見て、だいぶ落ち豹きを取り戻してき

た様子が伺えたので、わずかばかり安堵した。

このたぴの災沓で、つくづく感じたことは、災

害現場での補助活動も煎要だが、消防団は消防署

と住民から信穎されておく必要があるということ

である。

消防職員のような消火や救急活動はできなかっ

たが、消防署と住民とのパイプ役として住民から

信頼され愛される消防団になることこそ、大切で

はないかと考えた。

らず、皆は黙々と一生懸命頑張り、気がつくと日 ｝ミし)な：力ゞ一ーし~ 1 8 
祥れを迎えていた。作業はいったん18時までで打

ち切った。

今回の住民救出時に特に役立った逍具は 2つあ

る。 1つは自動車に備えつけているジャッキで倒

壊家屋の梁やプロックの塀等の重．批物を持ち上げ

たり、救出空間を作るのに少ない人員でも十分な

力を発揮した。もう 1つは家庭用の物干し竿で、

足場の悪い所や高低差の漱しい所から老人や子供

を救出するとき、両端を団員や住民にしっかりと

持たせ、これに寄り掛かるように指示し、道路上

に誘消した。当初ロープを使ってみたが、不安定

でかえって救助者はしり込みし動かなかった。今

日の救出作業で、 12人の方々を助け出したが、そ

のうちの半分の6人の方がその後亡くなったそう

だ。皆があれほど精一杯頑張ったのに残念で虚し
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神戸市長田消防団第3分団副分団長

東 繁

小生昭和15年生まれの双子座、血液型A型、職

業はNC旋盤を使用しての機械金屈加工業を自営。

パプル経済崩壊以来の不況にて少々パテ気味の中

年男である。消防団歴20数年にして副分団長を拝

命。年に数回の研修が最近身にこたえ始めた今日

このごろだ。

平成7年の新年を迎えるも少々砥うつ気味にて

気分一新のため家族を伴いカニスキを食しに香住

にて 1泊し1扁神。

翌朝未明、激しい縦揺れ、「あっ ！地設だ！」す

ぐにとぴ起き自室の戸を開け階下に通じる戸を開



け始める。続いて激しい横揺れだ。立っておれな

い。，思わず柱につかまる。横の祁棚が倒れガラス

が割れる。ベランダに通じるガラス戸が倒れ、ガ

ラスが割れる。隣室の台所の食杓怜が崩れる音、 こ

れは大きい。「あっ ！」目iiりの墜がくずれ落ち、星

明か I)が差 し込む。それをさえぎり瓦が落ちる。

「もうだめだ。俺と家族はこのまま家とともに崩

れ落ちるだろう ……」一瞬脳裂をかすめる不吉な

予感。どれくらいの時：惜lがたったであろう。やっ

と揺れが」卜.まった。家族一人ひとりにl!iをかける。

廊下が傾き階段が蕗ちている。「足もとに気をつけ

ろ！ 」「声を出せ！ 」「お父さん助けて！」女粉の

和だ。隣に哀ていたのに気づくのが遅れ、タンス

の下敷きになっている。l|Witりのなか手さぐりでりl

き111',す。やっと令此そろった。懐l|r；じ灯を探すが

ない。何かの下敷きになっている。やむを得ん。

あちこちliiiれたり知の1iilから差し込む星明かりを穎

りに靴下と」→約を探す。「2枚でも 3枚でも身につ

けるだけつけろ！」次は脱出だ。残念階段が落ち

ている。

避難はしごがない。用根伝いは無理だ。初老の

l1}：がいる。しばら ＜i抒寂が続く。「オーイだいじ ょ

うぶか」分1寸I •長の声だ。 「』）Jケテクレ ！ 全員無半

ダ」 「はしこを）11訟してくれ」 「窓を破れ！」足も

とに落ちた附物を手に、壊れたタンスを足場に窓

を破る。「オー ！」近所の人たちだ。はしごが米

る。家族をそのまま家の中に残す。「落ち軒け、も

うすぐlりlるくなる。それまで茫iる物を身につけけ

がをしないよう故ltFを）l{．めにはいておけ」自分の

み）lJt,'I',。「消防Rl1員はすぐ梨まれ！」、11¥J愛を入れ

ず助けを求める和。靴とヘルメットを取り 出しに

;｝iiれた階下にもぐり込む。表に出たとたん次から

次へ救助を求めるy!i。‘家族よ許せ！

現場が削すばかりで人手が足りない。通りがか

リの人に和をかけ応援を求め、分1寸IL11人以上を

付けて現場へ1,,1かわせる。「道具が欲しい ！」のこ

第2翔 災屯現場からの手記

ぎりだ。バールだ。ジャッキだ。現場を走 り回 り

逍具を渡し二次災害のないよう注意、を促す。声を

かけ反応のある現場を俊先する。やっと1人目を

救出。！復物がない、近所のスリッパを借用。次々

と救出される人を福祉センターヘ送る指示。そし

て次へ。息をつ＜間がない。「深入りに気をつけ

ろ！ 」と分団長からの伝言。 頭でわかっていても

ついのめり込んでしまう。 1人でも多く助けねば

と気持ちばかりが先行してしまう。

二次災‘・出に気をつけねばと反省する。次から複

数団且での行動が必要だ。担当地区内を巡匝中、

隣の兵hii区で生き埋めとの声。応援に駆け付けた

甥を伴い現場へ急ぐ。退路を確保しながらj:jij進せ

よと指示する。 2階の屋根が胸の硲さまで跡形も

なく崩れている。瓦、 トタン、村・：、猥、手当たり

次第左右に投げる。現場の一1りに火の手が上る。

「だれか119番は」 「辿絡済み」との戸。「急げ！ 」

救畠現場の風」．．だ。炎が近づく 。次々と消火器が

集まるが効果がない。 3mも離れていない作業者

の町に火の粉が舞う。「熱い ！ 熱い！ 助ケテク

レ」胸に突きささる11））けを求める},ii。風がうずま

きだした。限界だ。「全員退避！」「退け！ 」「逃げ

てくれ！ 」 しかし、だれも逃げようとしない。危

ない。サイレンの音が近づく、消I)）ji|i．だ。助かっ

た。が、ii'i火栓が使えない。応援哨防車の機関員

を伴い地下水槽へ。やっと水が出る。 しかし、通

行車両にホースを破られる。機1具li1に滅圧を依頼

し近くに落ちていたタオルと自分のベルトでホー

スを作ろう。「よし！」九‘(/）干OK。近くにあった他

の分1可詰所にてハンドマイクとロープを1昔用、交

通」l：めをする。が、i|ill.ltの手を採り切り通り抜け

る車両。身に危険を感じるも後へ引けない。やっ

と鎖火、 応援の甥とともに詰所（分l~I詰所全壊の

ため分団長のガレージを詰所に設定）へ。もう15

II年30分過ぎか。やっと一）l|iしながら糾ね人の応対

に、次から次へ深夜まで続く 。
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第6編 阪神・淡路大誕災を飯り返って

外が暗くなり始めたころ、分団長指示により夜

間パトロールを開始する。懐中電灯で映し出され

る光最は、この1仕のものではない。瓦礫と壊れた

家の間でたき火で暖をとるグループが数力所以上、

火の元に気をつけるよう注意をしながらパトロー

ルを続ける。が、途中から逍がない。いや、壊れ

た家が続き道路や路地が寸断されパトロールもま

まならない。あちこちにまだ生き埋め者が相当数

いるであろうが、この状況では手のつけようがな

い。明るくなるのを待とう。

夜l'）1けと同時に町内の行方不明者の確認作業。

並行して食料の確保だ。各分団員は自宅 （全具が

全壊）の中から食料になるものを持ち1,:hし集める。

薬は町内の薬局屋さんが無料にて提供してくれた。

次は飲料水、近くに上水道の破相箇所があり漏水

しているとの梢報。分団員3名に容料を持たせ視

場へ。

生き埋め現場へ再度近づくも我々では手のほど

こしようもない。残念。そこへ消防車、救急車の

進人、道路確保のためパワーショベルカーが入っ

てきた。分団長の手配だ。次から次へやったこと

のない業務、消防団員としてまたはポランティア

として避難所の飲料水、 トイレ用の下水、救援物

査の配布、取引先のトラックを借）廿、そして夜皆

と行方不明者の調杏と生存者の確認。尋ね人の照

合、そしてまたまた火災発生。・

何日ぶ りかであった家族の頻、残念だが声がlli

ない。身ぶり手ぶりでのど薬を頼む。家族の心配

気な顧。

1月25Flごろから本業再開するも 1El 4時li↓l1::I:

事して消防111若しくはポランティア業務を1011寺Iiil

ほど、他の分団貝も本職を再間しはじめ、夜智人

数が滅少する。定員半数店llれにて夜舒と避難所の

雑用に追われる。

1週間も過ぎたであろう か機動隊員と自衛隊員

が到着。行方不明者の探索を引き継ぎ、やっと一
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息つく 。分1寸I員は疲労困悠だ。年長の分団員の周

色が黒ずんで見える。即 1週間の15tI業務離脱を指

示する。私自身昼夜にわたる団業務のためお風呂

は2週1iil以上も緑がない。ましてや洗顧など水が

もったいない。池灯は近所の土木業の方に自家発

危を借用し詰所、避難所前広場を照明するが、近

辺は暗I一柑、何とも不気味だ。深夜パトロールには

自前の匹I駆車のサーチライトを点灯、ヘッドライ

トアップ、携閤屯灯にて周辺を照明する。あわて

て逃げる怪しげな人影「追うな ！」残された現場

の確認を優先する。

「火の気は大丈夫か？」火Jli場泥棒に神経を逆

なでさせられるが、近隣住民の協力には頭が下が

る。先ほどの土木作業者の協）J…・・・、姦災直後に

おける道具類の無1立1舟出し、夜抒の助っ人。そし

て、とどめは火災視場における煎機（パワーシ ョ

ベル）を使用しての活躍。燃えさかる火災現場へ

重機で突入し、火勢をシ ョベルとキャタピラで崩

し延焼を食い止めたのは敢大の功紐である。（この

件に関しての後H談。重機オペレーターいわく「行

け！行け ！」 のどなり yLiで突人したが、前後左右

煙と粉じんに1J月まれ生きた心地がしなかった。も

う二度としたくはない」とのこと、当方は危険と

感じ「避け！ 」とどなったはずなのに。後Elビー

ルを飲みながらの笑い話だ。）

ともあれ、延焼を食い止めたのは住民パワーの

賜だ。自投じゃないが我が分団具もよく頑張った。

気がつけば今Hはもう 3月19日、今日で夜間パト

ロールも打ち上げで分団員と協力者を集め慰労を

実行し、哀災以来のよもやま話に花が咲く 。こ苦

労様でした。本当にご苦労様でした。これで消II)j

団員としての 1月171」が終わった。長いなが一い

1 1::1であった。明日からまた復興を目指してのな

が一い11:1が始まる。it[i張れ消防団！ そして碩

張ろう神戸。



尊い命を見守った懐中電灯

神戸市長田消防団第 7分団副分団長

辻井武彦

生まれ育った街、愛するこの街、人1脊の通う街、

その長田の街が一II舜にして変わり果て、瓦礫の街

と化してしまった。多数の灼：い命を愈い、親愛な

る友を失い、大切な！！耀を破壊した阪神大裟災が、

私は1ii’ し ‘•I

息い返せば、今も背筋が寒くなるく らいの自然

災布の恐ろしさをひしひしと感ずる。

服の 1月1711の朝、「ゴオー」と大地を揺るがす

すごい地嗚りと下から突き」．．げられる縦揺れ、読

いて体が左右に転げるほどの激しい横揺れ・..…、

私はこれは大きな地設だと直感し、すぐに横に私

ている女粉の上に裂い被さったその瞬llll、科棚は

倒れ、私の背中にはタンスや棚の上の荷物が飛ん

で落ちてきた。幸い2人ともけがはなかったので、

揺れがおさまるのを待ち税床から起き」．．がれば池

気は梢え、）l；-lりは全然兄えず、手探りで常ll寺備え

付けてある消II）j|てtl1，h[i）)時の懐車屯灯（強カライ ト）

を取った。

照らして兄ると仏好i．やタンスは倒れガラスが散

乱、足の踏み場もない状態のなか、女｝ガにウイン

ドプレーカーを許させヘルメットを付け、私も作

業服を許て消防ヘルメットをかぶり避難路を捜し

た。2階からの)j見出は無理と分かり、傾いた階段

を降り倒壊した 1階の部屋の戸を蹴破り、なんと

か勝手•日から外に脱出した。

外は兵っ暗でなにも見えない。 llii:．一持ち出した

懐II」'，じ灯で照らして見ると、表の洋ll位）占は崩壊し、

1 階が沿れ路地を喉いでいる状態、自分の I~ を疑

うほどの有様である。裂の民家は幸いにして倒壊

第2咲災‘,'r-視楊からの手，記

していなかったが、瓦が落ちてきて危険な状態で

あった。そのなかすぐに隣の1主人、 1各地の住人を

叫び起こし安否を確認し、近くの即湯小学校へ避

難するよう大戸で呼ぴ掛け誘近しながら、隣人と

女房とを避難させた。近くに住む弟も駆け付けて

きて、無事である表が確，惚でき、弟とともに1主人

の避難誘禅に当たった。

再び弟とともにl年1宅付近に戻り、残る地域の住

民に大声で学校へ避難するよう誘禅しながら、 B対

府街に出るといたるところからガスの臭いが発生

している。地設で外へ飛び出した人たちが、ライ

ターで1岩lりを！！仔らしていたり、ほっと一ll杖タバコ

を吸う人がおり、大変危険な状態であった。すぐ

大戸で「ガス漏れしている！ タバコを吸うな！

火を消せ！」と怒嗚り知らせ、ガス笠の破祖部分

に梱包テープをj(iljった。

それから久保IIlI2「fl方而iに向かったとき、 1主

民から「娘が牛き坤めになっている。だれかJj)jけ

て！」と 1111.ぶ声が1廿1こえた。その現場へ行くと平

犀の古い＇家が崩壊し、家の前で•F:J:親が気が狂わん

ばかりに娘の名1iijを呼ぴ叫んでいた。窓から侵人

を試みたが無理、人IJの少しのすきl肋ilから近所の

人と突入した。足元を掘り出して行くと、手を発

兄 「ここに人がいる！」と IIJ|• び、 .t!l！もれている人

の顧の十．や瓦礫を取り除いた。既に息がなく大戸

で呼びかけても反応がない。iJ!j防団で訓純した心

肺印I:法を行い、17から窄気を送り込んだが反応

がない。数人で家の外へ搬出し、路地で心臓マッ

サージ、人T呼吸を繰り返したがlrrl復しない。す

ぐに近所の人と娘を毛布に包み近くの病院へ搬送

した。

後を家の人と近所の人逹に穎み、娘のw.l役を祈

りながら、自分の勤務先の会社のあるl:HII町に向

かった。そのとき、私の消防団の服装を兄た庄lIl

111.［に住む1_ll路さんが駆け窃り、「親父が家の中にIU・J

じ込められている。助けてくれ！」と救助を求め
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第6編阪神 ・淡路大哀災を1見）返って

られ、現場に駆け付けて兄る と古い公会幽が崩壊

し、完全に沿れ落ちていた。

辛うじて残った届根のすき1iilから中へ大fiで

「大丈夫か！」と間いかけると男の人の声で応答

があった。「よし！ 生きている」と屋根に登り棟

の外れている少 しのすき間から近所の人と突入し

た。 幸い拐の人は部屋のすき間で動ける状態であ

り木材や瓦礫を取り除き男の人を助け出し、後を

近所の人たちに頼み、他の仔ll壊した場所に出向い

た。すると近所の人が「消防団の辻井さん、 二葉

町 1「目の民家で女の人が生き埋めになっている、

助けて ．I」と知らせがあり、その他の町でも生き

埋めの人がいると通報があり、私の弟と手分けし

て救出に向かった。

現場では、 二策Ill『2丁目の自治会の友人役員と

ともに倒壊した家の中に突入した。大きな家の棟

木と倒れてきた冷蔵）車とで挟まれ、船人が布団の

中で埋ま っていた。幸い）l嬰から下が挟ま った状態

で窓識も呼吸も止常であり、自治会の役具ととも

に余姦に怯えながら］事現場の鉄パイプや角棒で

持ち上げようとするが動かない。近所の人がのこ

ぎりを持ってきて救助活動をしてくれたので、何

とか婦人を助け出すことができた。この視場で救

助作業していると「庄田Ill―r1丁目、 l.:I引．田橋の近く
の民家で女の人が生き埋めになっている」との通

報があり、自分は梢防団員である、なんとかせね

ばと自分の災務の軍さを1ifi感する。 しかし、他の

分団貝も各自地区の救出作業に当たっており、ど

うにも人手が足らないと戸惑っていたが、大戸で

「若い衆数人集ま ってください！ ）主田橋の近く

で女性が埋ま っている。助けにいくので手を行し

てくれ！」と叫んだところ、忍，：い人たちが4~ 5 

人北まってくれた。そのとき私は消防団の）服、ヘ

ルメッ トに対し住民からの信頻を強く感じたとと

もに住民の協力をありがたく感じた。

庄1 11栢の現場に牙i• き、現状を兄渡したところ 3
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奸が崩壊し、そのなかの 1!|i.干に女性が生き埋めに

なっていた。一紹に駆け沿けてくれた商職の111下

君、近所の寄•森君、鎌ll]君とともに若い人たちが

一致団結して瓦礫木材を取り除き、中にいる婦人

の姿を発見した。現場は家の棟木や梁が落ちて腹

部あたりに裂い被さり身動きできない状態であっ

たが、意謡もあり、呼吸も正常であり、すぐに近

くの人に車のジャッキを借りて狭いすきI：りに入れ、

腹部に当たっている材木を持ち上げた。 しかし、

足が他の材木ではさまり救助することが困難な状

態。若い人たちも鉄パイプや角材で持ち上げよう

とするがピクともしない。チェンソーや丸鋸がな

いと抜くことができない。消防レスキュー隊の要

硝が必要と考え、自治会長にilり防岬・まで走っても

らった。

しかし、 iiり防隊全此他の場所に出動しており、

すぐに米ても らえない状祝、 生き埋めの婦人には

「今レスキュー隊を呼んでいるから元ii張るんや

で！」と元気づけようと声を大きくした。

Hが務れてしまい真っlI・行なI州の・111．界となってき

たなか、なんとかこの婦人を救助せねばと気が焦

るが、道具がない。人間の力ではどうすることも

できない。!::I11:l 1:1答の）出が頭の中を走る。「この人

を、このまま兄すこすのか？ リ））けられないの

か？ 今ある道具、方法では無理だ．I」と何度も

頭の中で自分の）liが飛びかう。そこで、少しでも

船人に勇気を持ってもらうよう、私は再炭崩壊の

家の中に入り、すき1hlをはって婦人の所に行った。

「奥さん、この懐1-1・,池灯 (il'i防団の強カライト）

を持ってレスキュー隊が米るのを待っていてくだ

さいよ。必ず助けに米るから頑張るんやで．I」と

勇気づけで家から出てきた。そのとき、私は人の

命の灼．さを感じた。「婦人に預けた懐中池灯の灯が

ii’jえるとき、人の命の灯も消えてしまうのではな

いか？」と不安が頭をよぎった。そして‘求から出

たとき、婦人のいる方向に私は手を合わせ「お許・



しください。消防団はとしてi't女を助け出すこと

ができず。人間1人だけの力ではどうにも……」

と無事救助されることを祈り、長1_ll 消防瑞•大橋出

張所に救助を求めに走った。

ちょうどそのとき、 iiり防団係の太田洸・員に会い、

詳しい事梢を説明し救助に向かってもらうよう要

睛した。

それからは、大柏 ・若松地区の火災視場にて現

場晋戒に当たり、大正筋iifi店街、 ＠市場の火災現

場での消火活動に従事した。さ加ヽ私の1．こt．む本町筋

iifj店街は、火災の難から免れることができたので、

火災からIll]を守るため丸五市場の荘さんと弟とと

もに不眠不1木の秤戒を読けた。

他の1寸l員も自分の地域にて飛火の特戒、火災の

咎戒を実施、分団長も駆け付けていただき激励の

言築をかけてくださ った。丸五市場の菅さん宅の

井戸水を防火用水として提供していただき、初期

泊火の体制をとり、地域住民も一致協力してくだ

さり防火用水の準備を行ってくれた。大橋、若松

町の火災は夜空を其っ赤にするくらい火勢は増大

するばかり、ピルの窓からは炎の舌が次から次へ

と移っていった。手の付けようのない状態で、飛

び火が術の地域に米ないよう、ただ、念ずるだけ

であった。211 i=Iの夜、真賜小学校の避難所の南

側（二葉IIIT1丁目）の倒壊の民家から火災発生、

ー1l寺避難所の学校ではパニッ クになりつつあった。

その火災現場へ地元の住民が一致協カパケッリレ

ーで、 学校の池の水や、市場の井戸水（菅さん宅

の水）を放水し、延焼li)j止に必死に戦った。「真賜

学校を守れ ！ 火災を食い止めるのだ！ 」と叫び、

住民の辿携プレーで水をかけ、 i¥’j火器で消火活動

に当たった。il'i防隊が駆け付け、私はホースの布

設支援に当たり、放水態勢をと った。手の甲はホ

ースと家の壁でこすり負慟しながらも民家の火災

を大きくすることなくてすんだときは大変似しく

息い、また、住民の協力があったので大火に至ら

第2i:t 災宵視楊からの手：！じ

なかったと感謝した。

3日目からは、地元住民の自貯団と合同で地域

パトロールを実施し、余姦の続くなか、火災昔戒、

窃盗防犯抒戒実施に当たった。それから何日か過

ぎ、具協学校の消防団仮詰所に 1枚の手紙と私の

預けた恢中氾灯が届けられたのです。

その手紙には「 1月17日23時58分此知。長田区

即」1町 1丁目の救出現場で消防団の方から借用し

たライトです。お返し）頒います。寝屋川消防救助

隊」と瞥かれており、 El::.：田町で生き埋めになった

婦人に渡した懐中這灯が私の手元に戻ってきたの

です。無事救出されたとのことで、自分の家族が

助かったような気持ちでその瞬間「どーっ」と涙

があふれ出てきました。名前も知らない婦人であ

ったが、自分たちが救出作業し勇気づけた人が助

けられたことに対し、ますます喜ぴを感じ、また

人の命の葬さを新たに感じ、さらにその婦人の祁

い命を兄守ってくれた懐中屯灯に心より「ありが

とう。ご苦労様」と言ってあげました。私も長田

梢防団第7分団の副分団長という重買を受け、そ

の使命を果たすことができた喜ぴと、人の粒い命

を救うことができた喜ぴとで私自身ーとlー：忘れるこ

とのできない経験でした。

消防団員の誇り

消防団の必死の活動

神戸市北消防団長

吉田孝一

1|i内各地のtlり防I寸lも祁；1iiiiil'j防機関に劣らず後111:

に残る活動を実施した。

自宅は全壊 ・全焼し、家族を避難させたまま辿

nの活動を続け、疲労により殉職された団員さん

もおり、被災者である全1可貝が郷土愛護のため、
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第6編 阪神 ・淡路大裟災を振り返って

必死の活動を行った。

大規模火災が各地区で発生し、消火活動を主体

とした報道は多いが、団員の活動は、救助・消火・

人命検索・避難所への誘i翔・救援物査の搬送及び

パトロールなど）ぷ範囲にわたり、団員の救助した

人数だけでも958人に達する。

皮肉にも今回の設災に対する活動が、地域住民

からの信頭と消防団の存在価値をよりー！杓高める

結果になってしまったことは事実であろう。

私の所属する北消防団の管轄区域は、神戸市の

六甲山系の北部に位附するため、このたびの設災

では、比較的被害の少ない地域であった。

北消防団は、 8 個支団 • 67個分団（班） ・ 団員数

1,370名で、小型動カボンプ等装備するfi't載車を有

するため、辿13区域を越えた活動を行った。

私の支団の管轄区域である有馬温泉街でも家屋

倒壊による生き埋め事故が発生し、救出活動の英

施と区域内の野戒等に全団員が出動した。

このため1月17日の市街地への災害には出動す

ることはできなかったが、現場出動した各支団長

は、「六甲山系を越えて帰遠する団員の表梢には、

充実感に満ちた息いで疲労の色は、全く感じとれ

なかった」と口々に話している。

地震発生3日目に出動した束灘区の火災現場で

は、現場で会った常備隊員の表情を見た途端、思

わず胸の底からこみあげるものを押さえきれず、

指揮並びに現場活動一切を消防団にまかせてもら

い、ポンプ車の中で仮眠していただいた。

また、災害現場の活動が主流と思われがちな裟

災で、裂方役として現場活動隊の後方支援や被災

者への救援に頑張った婦人消防隊の活動も忘れる

ことはできない。

地誕発生直後から毎日欠かすことなく続けられ

た炊き出しは、現場活動隊を勇気づけ、さらに被

災者を元気づけ喜ばれた。
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Iii]が都市化するほどに消防団の存在価値が薄れ

る傾向にあると思われる。

消防団の基調とする‘‘自らの郷土は自ら護る II

という郷土愛護の精神が、沿i)爵化するピル群とそ

のなかで生活を支えることで精一杯の人間心理に

反比例するように池れていくのは、決して誰の費

任でもなく社会梢勢の流れといえるかもしれない。

しかし、人は予想だにしない想似を絶する災害

に直面したとき、 1人では生きていけないことを

知り、周りの人たちの思いやりを感じる。

このたびの献身的な団員の活動を、福沢諭吉の

言業を1背りるなら 「泄の中で一番価値のある人は、

私利私欲のためでなく 他人のためにできる人

……」代価を求めることのない平索の活動もそう

であるが、 1:11員とともに行動した市民は、消防団

の索II府らしさと、その重要性を理解していただい

たことに違いない。

裟災では、市内全域で発生した大災害のため、

常備消防機I剥の出動できない現場は無数あり、そ

の現場のいたるところで消防柑員がリーダーとな

り、地域住民の協力を得ながら多くの人命を救出

し、消火活動を行った。

市民の防災活動の記録をみると、その多くが消

防団貝に対する感謝と信頼の言薬で終結されてい

る。

,，常備消防力をたとえ倍増したとしても対応しき

れるものではない大裟災に、消防団の存在価値が

再認識され、施策が検討されることになった。

すでに神戸市では、消防団の充実を含めて「神

戸市消防基本計画」策定のための、検討段階に入

っているので、 人員の増強や査機材等の整備等具

体的な提言については、控えさせていただくこと

にするが、「もっと有効な人員 ・資機材があれば、

もっと多くの人を救出でき、もう少し火災を小さ

くおさえることができたのでは……」と息うのは
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それこそ「後の祭り」なのかもしれないが、被災 動要硝はないが、きっと要睛があるだろうから、

された市民に報いるためにも、今回の費直な教訓 それまで待機してほしい」と言われた。しかし、

を無にせず、安心して硲していける町づくりのた 職場の方が気になり、辿絡先を言い残してから急

めに、鋭意努力する決琺であります。 いで職場へ向かい、建物の被害調査や職員の安否

1月17日、それからの活動

神戸市北消防団

松本安弘

寝ていると、ベットが飛ぴ跳ね振り落とされて、

目が此めた。大きく揺れるなかで、「家が沿れてし

まう」と思い、長い揺れがおさまったあとに「み

んな、大丈夫か」と、安否を確認した。

停電しているので、懐中旭灯を探すがなかなか

見当たらない。車の中に消防団用の懐中電灯が附

いてあるのを思い出し、外に出てみると、いつも

見tiItれている最色がII音I州の中でかすかに浮かぴ上

がっていた。目の前は暗く、述くの方で車の明か

りだけが目立ち、「停電すれば、こんなに暗くなる

のだなあ」と、今考えてみるとずいぶん呑気なこ

とを思っていたものだ。しかし、その時には周囲

のことにしか注意がいかず、神戸の市街地のほと

んどが壊滅的な被害を受けていようとは想いもよ

らなかったのである。

急いで、車の中から懐中池灯を取り出し、ラジ

オを聞いてみると「…・・・地裟のため、阪神高辿道

路は通行止めです」との、緊迫したアナウンサー

の声が流れてきた。

「これは大変なことが起こっているにちがいな

い。 一度、パトロールに出掛けなくては……」 と、

家族を残して車で淡河周辺をパトロールした。こ

の時点でも、まだ大災害が起こっていたと感じる

ことはできなかった。

その後、支団長に連絡すると「今のところ、出

の確認などに走り匝lった。

時間が経つにつれ、屯気がつき、テレビなどで

被害の大きさが伝わるたぴに 「なぜ、出動要睛が

ないのか」と、イライラしてきた。そんなとき、

支団長から突然「19時に出動する」との辿絡が入

り、気持ちを引き締めて、集合場所の淡河消防出

9長所へ駆け付けた。

9つある各分団Iも次から次へと、消防自動車で

集結してきた。そうしたなか、消防署の指示で私

を含む 3分団16名は、最も被害の大きい長田区の

火災現場へと向かった。途中、目に映る大火災の

光憬に「これはひどい」と、呟いたものの、これ

からの活動の大変さを感じ、だれもが無言になっ

tヽヽ
0

まもなく、長田消防署に到将、 3階の指揮本部

へと向かうが、署内は博暗く、あちらこちらに物

が散乱しており、まるでゴミ箱をひっくり返した

ような状態で、被害の大きさを改めて｝リしで感じた。

指揮本部では、投光器で机上の地図を照らしてお

り、応援に駆け付けた他都市の消防本部と協力し

て、長田港からホース延長をするよう指示を受け

た。さっそく、現場へ向かおうと国道 2号線を西

進するが、大渋滞に巻き込まれ、やっとの思いで

大橋5丁目付近にたどり沿いた。

現場では、あまりの火の勢いに一瞬後退りしそ

うな気持ちになった。不安な気持ちをおさえ、 1真

瓜にホースを延ばし、とにかく放水を始めた。

途中、他の団員と交替しながら、翌朝の5時ま

で頑張った結果、火勢は弱くなり、後は応援に駆

け付けた消防署員に任せ、現場を離れた。こうし

て、私の 1月17日は終わったのである。

震災から 3カ月が過ぎて、あのときのことを振
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